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北
海
道
ア
ス

パ
ラ
、
ガ

ス

の
殻
展
に
於
げ
る
経
済
面

栽

培

者

と

加

工

者

l
i

l
a
i
-
其

の

荒

文

操

本
稿
の
目
的
は
北
海
道
に
於
け
る
石
弓
柏
(
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
)
栽
培
の
導
入
過
程
並
に
其
の
加
工
部
面
に
関
す
る
若
干
の
問
題
に

閥
し
、
之
れ
が
経
済
的
側
面
を
素
描
す
る
に
あ
る
。

之
れ
に
就
い
て
先
づ
わ
れ
わ
れ
の
闘
心
を
引
く
の
は
、
近
年
北
海
道
に
於
け
る
此
の
作
物
栽
培
に
於
て
見
る
所
の
極
め
て
額
著
訟

費
展
現
象
で
あ
る
。
勿
論
共
の
作
付
の
絶
封
面
積
は
今
日
に
於
て
も
未
だ
一
千
五
百
町
歩
そ
と
/
¥
で
あ
り
、
本
道
に
於
け
る
各
種

主
要
園
喜
作
物
、
主
要
特
殊
作
物
と
の
比
較
に
於
て
は
勿
論
問
題
に
は
な
る
ま
ゐ
が
、
其
の
年
々
の
顕
張
テ
ン
ポ
の
極
め
て
異
例
的

で
あ
る
賄
に
わ
れ
わ
れ
の
注
意
が
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
感
ゃ
る
の
は
、
斯
る
現
象

l
lア
ス
パ
ラ

ガ
ズ
栽
培
の
著
し
き
護
展
テ
ン
ポ
1

1
の
背
景
を
友
し
、
或
は
之
れ
が
要
因
を
注
し
て
居
る
と
見
倣
さ
る
L

所
の
諸
事
項
、
特
に
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
導
入
展
開
に
劃
す
る
一
部
商
工
企
業
者
の
役
割
、
並
に
之
れ
が
作
付
を
受
容
し
た
所
の
木
遣
の
農
業
乃
至
農
業

経
替
の
枇
合
的
自
然
的
環
境
の
考
察
等
に
も
あ
る
が
、
更
ら
に
最
近
之
れ
が
健
詰
加
工
部
面
に
於
て
見
た
所
の
農
村
産
業
組
合
の
進

出
現
象
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
が
、
本
道
農
村
産
業
組
合
の
積
極
性
、
産
業
組
合
運
動
に
於
け
る
調
は
ピ
賓
践
の
護
展
を
示
唆
さ
れ
る

も
の
が
あ
る
と
共
に
、
本
選
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
、
加
工
、
特
に
北
九
の
産
業
組
合
に
よ
る
協
同
加
工
に
、
更
ら
に
一
般

食
料
農
産
物
加
工
の
上
に
も
之
れ
が
将
来
性
に
多
分
の
翼
待
を
持
ち
得
る
賠
に
掛
っ
て
ゐ
る
。

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
護
展
に
於
け
る
経
済
面

五
七



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
後
展
に
於
け
る
経
済
面

五
八.

も
と
/
¥
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
伊
田
町
田

-gmgo呂町
S
F
F・
)
は
牧
場
、
草
原
等
の
主
に
流
水
に
滑
ふ
た
底
乃
至
海
遊
杯
に
野
生
し
て

居
る
植
物
で
あ
る
が
、
之
れ
が
人
類
に
よ
っ
て
農
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
敵
羅
巴
で
は
既
に
甚
だ
謹
き
昔
に
遡

る
。
尤
も
古
代
エ
ヂ
プ
ト
人
が
此
の
植
物
を
知
っ
て
居
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
り
、
叉
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
も
、
植
物
聞
学
者
デ
イ
オ

の
記
述
し
た
の
は
硬
き
刺
欣
の
葉
を
有
つ
も
の
ハ
〉
田
町
田
富
吉
田
虫
是
正
日

g

ス
コ
イ
デ
ス
(
巴

gwo包由也、ロ
E
E
C
-
ω
。
。
ロ
・
。
可
・
)

F
V
で
・
あ
り
、
教
に
謂
ふ
庭
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
は
た
く
、
叉
同
じ
く
ギ
ワ
シ
ヤ
の
皆
師
ガ
レ

l
ヌ
ス
(
の
白

Hggu
戸
田
富
山
向
。
。
ロ
-

C
回
目
・
)
が
国
四
日
V
P
E
m
C
M

と
命
名
し
た
も
の
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
類
似
の
若
芽
で
食
用
に
供
し
難
き
も
の
L
穂
稀
で
あ
っ
た
と
言
ふ
が
、

共
後
の
農
事
者
は
憶
か
に
わ
れ
わ
れ
の
敢
に
謂
ふ
由
民
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
も
知
っ
て
ゐ
た
と
の
と
と
で
あ
る
。
併
し
ギ
リ
シ
ャ
で
は

今
日
で
も
員
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
飴
り
栽
培
さ
れ
て
居
ら
や
、
却
っ
て
前
に
越
ぺ
た

kg宮
g
m
g
担口忠一問。
H
P
5
F
・

あ
り
、
而
か
も
高
債
で
る
る
と
言
ふ
か
ら
、
此
の
地
方
で
は
兎
も
あ
れ
、
人
類
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
殻
展
を
賀
ら
し
た
の
は
同

じ
欧
羅
巴
で
も
特
に
古
代
ロ

1
ス
人
に
依
っ
て
で
る
る
。
と
言
ふ
の
は
彼
の
有
名
な
ロ
l
マ
の
農
業
著
述
家
カ
ト

1

ハ
の
旦
。
)
並
に

の
方
が
豊
富
で

コ
ル
メ
ル
ラ
ハ
。
。
H
ロ
白
白
日
目
乞
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
し
て
今
日
わ
れ
わ
れ
が
植
物
墜
上
謂
ふ
庭
の
も
の
を
理
解
し
て
居
た
の
み
か
、
彼

等
古
代
ロ
l
マ
人
の
記
述
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
闘
し
既
に
非
常
に
有
益
友
慣
値
高
き
栽
培
技
術
(
例
へ
ば
播
種
後
数
年
に
し
て
移
植

し
そ
の
根
張
り
を
可
良
友
ら
し
む
べ
き
と
と
杯
)
を
敬
へ
て
居
る
事
で
も
知
ら
れ
る
。
し
て
見
れ
ば
人
類
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
躍

は
欧
羅
巴
で
は
質
に
二
千
年
の
永
き
に
及
ん
で
居
る
-
諜
で
あ
る
。

鹿
で
我
が
園
で
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
「
キ
ジ
カ
ク
シ
」
と
言
ひ
北
海
道
で
は
「
ホ
タ
ル
グ
サ
」
と
俗
稿
す
る
所
の
各
地
海
岸

地
方
杯
の
軽
霧
土
壌
地
に
野
生
す
る
も
の
は
あ
る
的
、
之
れ
が
栽
培
を
敬
へ
ら
れ
た
の
は
近
く
徳
川
末
期
、
明
治
維
新
よ
り
五
十
飴

年
前
、
和
蘭
人
が
長
崎
に
停
へ
た
の
が
始
め
で
あ
ら
う
と
一
言
は
れ
丸
。
市
か
も
共
の
常
初
は
観
賞
用
と
し
て
庭
園
に
栽
植
さ
れ
た
も

の
が
僅
か
あ
っ
た
と
一
言
ふ
に
過
ぎ
や
、
食

mと
し
て
輸
入
し
た
の
は
明
治
凶
年
頃
で
あ
り
、
明
治
六
年
勧
業
寮
の
農
園
に
試
作
し
、

1 ) J. Becker-Di1lingen Handbnch des gesamten Gemusebaues， 2te. neuarbeitete 
Anf!.， 1929， SS. 795-796 
2 )北海道良事試験場時報p 策28鋭 1頁
3)放に「オランダキジカクシ」或は「野夫門冬」なる和名がある。下問喜久三、アス

才ヲ;.-~"""シマ.~

パラずス、 1頁、妬様六郎、最新議茶闘察、 483頁、北海道勧農協合、北海之殖産、
40鋭、 29頁塁手。ft，]之には松葉うど、西洋うど杯の別名がある。



各
地
に
之
を
分
配
し
九
の
が
日
本
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
食
用
と
し
て
栽
培
せ
ら
れ
た
晴
矢
の
様
で
る
る
。
し
て
見
れ
ば
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
我
が
園
で
は
共
の
栽
培
匪
の
極
て
め
新
し
い
作
物
の
一
つ
で
あ
る
と
謂
は
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
海
道
で
も
此
の
作
物
は
明

治
初
期
開
拓
使
に
よ
っ
て
職
入
せ
ら
れ
る
所
が
あ
っ
た
と
言
は
れ
る
併
し
た
が
ら
爾
後
更
に
五
十
有
齢
年
の
問
、
之
れ
が
栽
培
の

勧
奨
が
無
か
っ
た
語
で
は
友
い
け
れ
ど

h
、
殆
ん
ど
何
等
の
蛮
展
を
見
守
、
斯
く
て
詮
最
近
ま
で
は
其
の
栽
曙
は
本
道
に
於
て
も
全

園
的
に
も
極
め
て
微
量
に
止
ま
り
経
済
的
に
は
問
題
と
す
ぺ
き
程
の
も
の
で
は
、
な
か
っ
た
の
で
あ
る
3

我
が
閣
に
於
て
-
初
め
て
之
が

少
し
く
纏
っ
た
面
積
に
作
付
さ
れ
た
の
は
、
大
正
の
末
期
北
海
道
岩
内
地
方
に
栽
植
さ
れ
た
の
が
創
り
で
あ
っ
て
、
本
邦
の
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
栽
培
に
多
少
と
も
経
済
的
産
業
的
意
味
を
有
た
し
め
た
の
は
初
め
か
ら
北
海
道
に
於
て
ど
る
っ
た
。
而
し
て
爾
後
の
護
展
も

殆
ん
ど
濁
り
北
海
道
に
限
ら
れ
て
居
り
、
府
鯨
で
は
長
近
兵
庫
、
愛
知
、
岐
阜
、
静
岡
、
長
野
等
諸
膝
K
僅
か
に
之
が
栽
培
せ
ら
る

L
も
の
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
其
の
作
付
面
積
の
如
き
幾
許
あ
る
も
の
か
勿
論
未
だ
営
該
地
方
の
統
計
に
も
上
ら
ぬ
程
度
で
あ
る
。

一一

斯
く
て
今
日
、
我
が
園
の
ア
ス
。
で
フ
ガ
ス
栽
培
は
北
海
道
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
と
言
ふ
と
と
に
な
る
が
、
而
か
も
其
の
大
字
は

後
志
地
方
に
、
市
か
も
亦
其
の
過
半
は
虻
田
郡
白
喜
茂
別
友
る
一
村
に
集
中
し
て
居
る
扶
況
で
あ
る
。

先
づ
最
近
本
道
に
於
け
る
之
れ
が
作
付
面
積
を
示
す
と
弐
の
如
く
で
あ
る
。

第

表

北
海
道
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
作
付
面
積

支
隠
及
市
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CコCコ -'---回目園

主主石

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
護
展
に
於
け
る
経
済
面

五
九

4)柘植六郎前掲書 483頁
5 )高倉新一郎氏による
6)例へば北海道農舎の前身北海道勧農協舎は其の機関誌北海之殖産40毅(明治26年10
月〉に於てアスパラヵ・スは東京地方に於て反蛍200国の牧盆ありと言ひ更ちに偽蘭
西の之れが栽培l欧文をも掲認して本選農家の参考に供し、更に同誌、42~虎、(貯治26年
12月〉には札幌農事校教師プ Fガム氏に就きアスパラガス栽培技術並に其の用法を
可なり詳細に紹介して之れが栽培を勧奨して居る。其の中に臼< ["アスパラガスは

…嘗札幌などにも十分に適し、現に近傍村落中にも耕作するもの爾三名を見うけ



北
海
道
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経
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周
知
の
如
く
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
普
通
播
種
育
苗
せ
ら
れ
た
苗
を
其
の
翌
年
本
固
に
定
植
す
る
の
で
あ
る
が
、
定
植
後
も
雨
三
年
は
牧

穫
せ
や
専
ら
株
を
生
育
せ
し
め
る
の
で
る
っ
て
、
共
の
撒
輩
の
採
取
、
即
ち
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
牧
穫
は
植
込
後
三
年
目
を
標
準
と
し

て
始
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
故
に
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
作
付
面
積
の
中
に
は
堂
然
牧
穫
反
別
と
未
牧
穫
反
別
と
の
別
が
あ
る
謹
で
あ

る
。
そ
と
で
前
表
に
よ
っ
て
之
を
牧
穫
反
別
で
見
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
本
道
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
闘
す
る
統
計
を
輿
へ
ら
れ
た
最
初

の
年
で
あ
る
所
の
昭
和
十
一
年
に
於
て
、
本
道
全
瞳
で
五
百
七
十
飴
町
歩
に
過
ぎ
、
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
れ
が
翌
々
昭
和
十
三

年
に
は
八
百
十
飴
町
歩
に
増
加
し
、
更
に
共
の
翌
年
た
る
昨
年
に
は
一
千
町
歩
を
遥
か
に
超
加
す
る
に
至
り
、
此
の
雨
三
年
の
中
に

買
に
二
倍
に
増
加
し
て
居
る
の
を
見
る
の
で
る
る
が
、
尚
昨
年
に
於
け
る
未
牧
穫
反
別
が
四
百
二
十
飴
町
歩
と
計
上
さ
れ
て
居
る
か

ら
、
従
っ
て
咋
昭
和
十
四
年
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
組
作
付
反
別
は
千
五
百
飴
町
歩
に
上
っ
て
居
り
、
斯
く
て
上
表
が
語
る
所
の
み
を
以

っ
て
し
て
も
、
本
道
の
ア
ス
バ
ラ
ガ
ス
は
近
く
更
に
一
段
の
護
展
を
見
る
で
あ
ら
う
と
と
を
讃
み
取
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
上
表
数

字
に
現
は
れ
て
来
友
い
所
の
未
定
植
の
現
に
育
苗
中
に
属
す
る
も
の
L
あ
る
と
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
其
の
護
展
趨
勢
の
開
望
者
及

る
拘
に
一
瞥
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
本
昭
和
十
五
年
春
迄
に
植
付
す
べ
き
諜
定
反
別
と
し
て
北
海
道
聴
に
於
て
調

たり。……此の芽は……青色を帯びたる億の方却って香味あるものなれば愛芽の時. . . .働・ e • d • ¥J 0，・・... a 
は其鐙になし置き土など、を寄せ掛くべからず。……耕作者はー…自身の口に遁する。.. 9・e・・・・・・ ・IIT • • CI • • • 
様日本夙に調理し常用の議茶となすときは……農家の庭先きなどに少 Lばかり植ベ
・ ・・・・"・@・・・・.・・~ヲけ置くときは存外霊安なるものなり !と。(傍貼荒又入以て蛍時勧奨された栽培

目的が纏詰加工用としての軟白アスパラガスではなく、農家の自家藤茶沼としての

グ1)-ンアスパラガスであった ζ とと此れが裁培妹況の如何に微々たりしかのー班

を知ることが出来る。



査
せ
ら
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
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言十

右
表
の
如
く
之
れ
だ
け
で
五
百
二
十
町
歩
に
近
い
面
積
で
る
る
か
ら
、
本
年
の
本
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
作
付
商
積
は
二
千
町
歩
を
超

加
す
る
と
と
に
友
る
語
で
あ
る
。

而
し
て
之
を
地
方
別
に
見
る
と
、
第
一
表
が
示
す
如
く
牧
穫
反
別
で
は
昭
和
十
一
年
五
百
七
十
飴
町
歩
の
七
九
%
、
四
百
五
十
飴

町
歩
は
後
志
地
方
で
あ
り
、
更
に
共
の
六

ouw徐
に
堂
る
二
百
七
十
三
町
歩
は
喜
茂
別
村
一
村
に
集
中
し
て
居
っ
た
語
で
あ
り
、
此
の

集
中
欣
況
は
昭
和
十
三
年
に
は
そ
れ
件
、
、
六
O
d
w
、
五
人
dm
の
割
合
と
な
り
、
昨
年
は
会
道
千
八
十
飴
町
歩
中
の
七
O
M
m
、
四
百
六

十
四
町
歩
が
後
志
地
方
に
、
更
ら
に
共
の
五
九
%
四
百
五
十
二
町
は
喜
茂
別
村
に
あ
り
、
会
道
的
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
牧
穫
反
別
の
著

増
に
も
拘
ら
や
J

主
産
地
後
志
地
方
、
喜
茂
別
村
の
占
む
る
相
封
的
地
位
に
は
左
し
た
る
勤
き
を
見
な
い
の
で
あ
る
が
、
右
昨
年
の
牧

穫
反
別
に
其
の
未
牧
穫
反
別
を
加
へ
た
組
側
作
付
反
別
に
見
る
と
、
会
道
で
は
前
越
の
如
く
千
五
百
町
歩
飴
、
共
の
中
後
士
山
地
方
は
依

然
七

oum飴
の
割
合
を
占
め
千
五
十
八
町
歩
の
蹟
き
に
及
ん
で
居
る
が
、
内
喜
茂
別
村
は
五
百
十
九
町
歩
で
共
の
後
志
地
方
内
に
占

む
る
割
合
は
四
九
%
と
危
り
、
相
封
的
に
は
幾
分
の
低
下
を
示
し
て
居
る
。
底
で
本
年
春
季
迄
に
植
付
す
べ
き
設
定
反
別
(
第
二
表
)

で
は
、
金
道
五
百
十
九
町
歩
中
後
士
山
地
方
は
百
二
十
五
町
歩
で
あ
っ
て
二
四
%
飴
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
に
劃
し
て
、
昨
年
ま
で
其
の
作

付
反
別
徴
少
で
言
ふ
に
足
り
・
な
か
っ
た
網
走
地
方
が
一
躍
右
新
規
植
付
反
別
の
六
O
M
W
一
二
百
十
町
歩
の
増
反
が
諜
定
さ
れ
て
居
る
と

言
ふ
と
と
は
わ
れ
わ
れ
D
注
意
を
引
か
・
?
に
は
置
か
な
い
が
(
第
二
表
の
脚
註
)
、
此
の
賠
の
説
明
は
後
節
に
譲
る
。
設
で
は
只
と
れ

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
護
国
境
に
於
け
る
経
済
面

ムノ、

北海道に於ける加工用関重量作物の栽培、北海道臆、関義講演要録第四斡7)宮揮春水
58頁
*網走地方常呂村に蟹纏詰工場を有つ極東繕詰株式合枇が同工場でアスパラガス繕詰加

工を開始すぺ〈此の地方に大規模に原料を培養〈目下一部農家に委托して育宮中の様

である〉しつ Lある。



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
殻
援
に
於
け
る
経
済
面

占〆、

ま
で
過
去
数
年
間
に
於
け
る
本
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
護
展
、
特
に
共
が
後
志
地
方
、
喜
茂
別
村
を
中
心
と
し
て
集
中
的
に
展
開

し
て
来
た
事
質
に
注
目
す
れ
ば
足
る
。
斯
く
て
牧
穫
高
は
昭
和
十
一
年
金
道
で
約
十
七
宮
内
貰
、
内
、
後
芯
地
方
が
六
五
%
の
十
二
高

貫
中
、
喜
茂
別
村
が
約
七
高
四
千
貫
で
、
後
芯
地
方
の
六
二
dw
に
営
っ
て
居
り
、
之
れ
が
債
額
は
全
道
で
約
十
二
寓
圏
、
内
後
志
地

方
が
七
一
%
の
八
高
五
千
閲
中
、
喜
茂
別
村
五
寓
九
千
闘
で
後
志
地
方
の
六
九
%
で
あ
っ
た
。
之
に
封
し
て
昨
昭
和
十
四
年
の
敷
字

は
未
だ
之
を
知
り
得
な
い
が
、
前
掲
牧
穫
反
別
の
増
加
献
況
か
ら
推
し
て
、
極
く
少
く
見
積
っ
て
い
会
道
で
三
十
二
高
賞
、
二
十
三

高
国
、
内
、
後
志
地
方
が
二
十
飴
高
貰
、
十
問
寓
五
千
閥
、
そ
の
中
、
喜
茂
別
村
が
十
二
寓
六
千
賞
、
十
高
閣
で
あ
り
、
賓
は
之
よ

り
そ
れ
ん
¥
遥
か
に
大
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
と
は
疑
な
い
と
思
は
れ
る
。

四

蕗
で
如
何
に
し
て
斯
る
顕
著
危
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
護
展
が
、
而
か
も
一
特
定
地
匿
を
中
心
と
し
て
粛
ら
さ
れ
た
か
と
言
ふ
と
、

共
は
今
日
ま
で
の
底
或
る
商
工
企
業
者
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
謂
は
w
h

臨
詰
資
本
の
イ
=
シ
ア

l
テ
イ
プ
に
依
っ
て
誘
裂
さ
れ
指
導

さ
れ
て
来
た
も
の
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。
と
言
ふ
の
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
我
が
閣
で
は
も
と
/
¥
栽
培
睦
の
極
め
て
浅
い
作
物

で
あ
る
と
と
前
述
の
通
り
で
る
り
、
而
か
も
共
の
栽
培
陸
も
と
れ
ま
で
は
技
術
的
意
味
で
の
そ
れ
に
止
る
所
の
、
間
平
に
試
験
場
的
研

究
的
栽
培
た
る
か
乃
至
作
物
標
本
的
叉
は
数
奇
者
的
栽
埼
た
る
に
過
ぎ
や
、
現
置
の
農
業
経
替
に
結
び
つ
き
農
業
生
産
と
し
て
具

睦
化
し
た
所
の
経
済
的
貫
質
的
栽
培
歴
で
は
・
な
か
っ
た
。
即
ち
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
外
園
で
は
之
を
生
繭
菜
と
し
て
消
費
せ
ら
れ
る
も

の
も
可
な
り
多
く
、
例
へ
ば
米
閣
の
如
き
共
の
生
産
高
の
約
半
は
生
蔵
楽
と
し
て
市
場
に
供
給
さ
れ
、
而
か
も
共
の
皐
慣
は
鱒
詰
原

料
た
る
も
の
L

優
に
二
倍
に
取
引
さ
れ
て
居
加
が
如
く
で
あ
る
が
、
本
邦
で
は
従
来
一
般
に
斯
る
生
説
菜
に
親
し
む
機
舎
と
て
は
な

く
、
従
っ
て
之
れ
が
家
庭
に
於
け
る
調
理
法
杯
を
心
得
る
者
の
あ
ら
う
筈
も
た
い
。
畢
寛
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
本
邦
で
は
生
繭
楽
と
し

て
は
商
品
的
債
値
友
く
、
生
産
さ
れ
て
も
之
れ
が
市
場
が
友
い
。
精
K

栽
培
者
の
多
少
と
も
自
家
用
に
で
も
供
す
る
と
と
が
あ
れ
ば

闘
の
山
で
あ
っ
た
。
鹿
で
一
方
我
が
園
に
も
上
居
、
智
識
、
中
流
諸
階
紐
の
消
費
生
活
の
中
に
弐
第
に
洋
風
が
浸
潤
し
て
来
る
と
共

8)之は昭和11年の各生産高、償額に昭和14'.千枚穫反別の昭和11年秋穫反則に童話する各
靖加害:~合を乗じた教であるが、昨昭和14年には後越の童日〈皐債の上騰があるから、
償額は之れよりも恐らく少くも二割位は大であらうかと思はれる。

9)北海道隠喝託、米閣駐旗員向井信三氏の報告文 0931，7， 24)によりて推定。



に
、
調
理
摘
み
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
鱒
誹
の
輸
入
が
増
加
し
之
れ
が
消
費
が
次
第
に
康
ま
っ
て
来
、
裁
に
一
部
商
工
企
業
者
、
館
詰
資
本

の
活
動
が
展
開
せ
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
兎
も
あ
れ
、
現
に
我
が
閣
で
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
生
菰
楽
と
し

て
の
市
場
を
有
せ
や
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
之
れ
が
鱒
詰
加
ヱ
と
の
連
繋
b
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
北
海
道
農
家
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
、
先
づ
、
農
民
の
自
主
的
創
意
の
結
果
で
は
な
く
し
て
、
健
詰
資
本
に
よ
っ
て
誘
護
導
入
せ
ら
れ
、
艦
詰
資

本
の
積
極
的
培
養
に
侠
っ
て
始
め
て
生
長
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
。
・
次
に
共
の
経
緯
の
大
を

婆
を
述
べ
る
と
と
h
A

す
る
。
五

北
海
道
農
業
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
導
入
に
封
し
長
初
の
ケ
ル
ン
を
投
じ
た
人
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
下
回
喜
久
三
氏
を

見
出
す
。
氏
は
大
正
九
年
場
内
町
に
瑞
洋
食
品
研
究
所
友
る
も
の
を
開
設
し
、
グ
リ
ー
ン
ピ
I
ズ
、
野
生
笥
の
臨
詰
加
工
を
試
み
、

共
の
技
術
を
研
究
し
ヲ
L
農
産
加
工
事
業
に
思
ひ
を
ひ
そ
め
て
居
っ
た
企
業
自
然
で
あ
る
が
、
氏
が
か
ね
て
外
岡
よ
り
集
め
た
、
数
種

の
農
産
種
子
の
中
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
冷
害
に
耐
ゆ
る
作
物
と
し
て
本
道
に
遁
す
る
と
と
を
知
り
、
同
所
に
於
て
之
れ
が
栽
培
並
加
工

試
験
を
行
ふ
所
が
あ
っ
た
が
、
大
正
十
一
年
に
至
り
此
の
事
業
の
有
望
性
を
認
め
、
時
の
北
海
道
長
官
に
建
白
書
を
提
出
し
て
、
北

海
道
む
開
拓
の
促
進
~
産
業
の
開
穫
の
た
め
に
此
の
事
業
に
着
目
力
を
致
す
べ
き
と
と
を
進
言
し
た
。
之
れ
が
事
業
慾
に
旺
盛
友
時

の
長
官
宮
尾
舜
治
氏
の
容
る
L
庭
と
な
り
、
翌
大
正
十
二
年
三
月
下
回
氏
は
北
海
道
醸
の
委
婦
を
受
け
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
加

工
調
奈
の
篤
め
に
海
外
に
遊
び
約
牟
歳
の
間
彼
の
地
の
主
要
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
生
産
地
を
視
察
調
官
官
一
し
て
同
年
九
月
師
朝
す
る
や
、
い

よ
い
よ
斯
事
業
白
有
望
を
確
信
し
て
、
翌
大
正
十
三
年
十
一
月
、
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
株
式
合
枇
ハ
以
後
本
稿
で
は
「
日
本
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
」
と
略
構
す
る
〉
を
創
立
し
、
敢
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詳
加
工
は
初
め
て
企
業
化
さ
れ
る
運
び
と
た
っ
た
の
で
る
る
。

共
鹿
で
之
れ
が
原
料
を
獲
得
す
る
矯
め
に
は
、
差
歯
っ
て
岩
内
町
南
方
高
丘
地
に
合
枇
直
替
の
農
場
六
十
町
歩
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
栽
培
ハ
大
正
十
五
年
)
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
下
回
氏
は
札
幌
市
外
豊
平
町
極
東
煉
乳
株
式
合
枇
ハ
現
在
明
治
製
菓
株
式
合
枇
に
合

併
ゾ
に
在
っ
て
其
の
農
産
加
工
部
を
揖
賞
し
て
ゐ
た
神
宮
司
柴
氏
と
共
に
再
び
北
海
道
躍
の
晦
託
を
受
け
て
、
今
度
は
主
と
し
て
北
米

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
愛
展
に
於
け
る
経
済
面

ム/、

10)米図より験入、昭和4年、 1，170.992封度、 181.540弗、昭和 9年、 807，02il封度、
93，482弗、爾後減退、今日韓入皆無、一ーとれ北海道に於けるアスパラガス繕詰生
産に負ふ慮後遺の如くでるる。

11)例へば、北海道甜茶糖業に童話する北海道隠の積極的保護政策が確立されたのも宮尾
氏の長官時代であり、主主の今日の量華麗の礎石の置かれたには在官時の同氏の努力に

奥ってNがある。即ち、氏は蛍時之れが宣停班に加って脅庚に赴昔、自ら演援に立
って直接地方農家に甜菜栽培を勧奨した程の熱心きであった。(中島九郎博士、北
海道に於ける甜茶務業の勃興、農業経済研究、第1巻第1援101頁〉



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
愛
展
に
於
け
る
経
済
面

/、

四

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
事
情
を
観
察
し
て
来
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
「
日
本
ア
ス
ベ
ラ
ガ
ス
」
の
直
替
農
場
は
昭
和
三
年
頃
か
ら
牧
穫

さ
れ
、
共
の
工
場
は
之
れ
が
健
詰
製
造
を
開
始
し
た
。
併
し
な
が
ら
斯
る
直
営
農
場
に
よ
る
原
料
採
取
を
以
て
し
て
は
原
料
原
債
の

比
較
的
高
く
つ
く
で
あ
ら
う
と
と
は
容
易
に
想
像
せ
ら
れ
る
慮
で
あ
る
の
み
な
ら
守
、
新
る
原
料
の
み
で
は
合
理
的
工
場
経
皆
上
十

分
の
量
を
得
難
い
と
と
ま
た
言
ふ
ま
で
も
な
い
c

斯
く
て
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
下
田
氏
は
、
農
家
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
勤
奨

し
依
っ
て
十
分
に
共
の
工
場
原
料
を
確
保
す
ペ
く
議
ね
て
之
れ
が
趨
地
を
物
色
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
よ
り
先
き
喜
茂
別
村

に
於
て
自
ら
農
業
を
経
営
し
つ
L

同
村
農
舎
に
技
術
員
と
し
て
勤
務
し
て
居
っ
た
佐
藤
恒
雄
氏
は
岩
内
下
回
氏
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
試

作
の
と
と
を
聞
き
、
大
疋
十
四
年
「
日
本
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
」
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
試
作
圃
と
共
の
工
場
を
見
事
し
、
同
年
秋
苗
百
株
を
譲
り

受
け
て
一
部
は
自
ら
試
作
し
一
部
は
同
村
内
篤
農
家
に
栽
植
せ
し
め
る
所
が
あ
っ
た
の
が
機
縁
と
も
友
り
、
や
が
て
昭
和
三
年
上
述

の
如
く
原
料
の
栽
培
遁
地
を
物
色
す
る
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
下
回
氏
の
喜
茂
別
村
醜
察
と
た
っ
た
。
下
回
氏
と
し
て
は
其
の
初
め

隣
村
南
尻
別
方
面
に
作
付
せ
し
め
ん
意
向
を
有
っ
て
居
た
も
の
L
如
く
で

b
る
が
、
喜
茂
別
村
が
南
面
し
た
大
き
な
揮
か
ら
成
り
融

零
後
の
地
温
上
昇
の
速
や
か
な
る
と
と
や
土
壌
の
軽
霧
友
る
に
於
て
気
候
的
に
も
地
質
的
に
も
該
作
物
栽
培
に
好
誼
す
る
も
の
あ
る

を
認
め
得
た
と
と
L
、
営
時
の
木
村
々
長
千
葉
忠
次
郎
、
農
命
日
長
荻
野
柴
三
郎
両
氏
並
に
前
記
佐
藤
氏
等
の
斡
旋
も
手
停
っ
て
、
此

の
村
に
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
L
は
共
の
原
料
を
求
む
べ
く
之
れ
が
作
付
の
培
養
に
護
足
す
る
と
と
L
-
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
翌
昭

和
四
年
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
は
前
記
本
村
主
脳
者
の
斡
旋
協
力
を
得
て
、
此
の
村
農
家
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
組
合
を
組
織
せ
し

め
、
耕
作
者
に
苗
代
を
前
貸
し
て
之
れ
と
原
料
需
給
に
関
す
る
特
約
閥
係
を
結
ん
で
舎
一
位
は
共
の
必
要
と
す
る
原
料
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
栽
培
を
累
年
此
の
村
農
家
の
中
に
培
養
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
れ
が
北
海
道
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
殻
民
の
中
心
的

契
機
で
あ
り
、
喜
茂
別
村
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
展
開
は
貫
に
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
の
本
村
農
家
に
ト
.
越
の
如
き
所

謂
原
料
供
出
特
約
組
合
を
結
成
せ
し
め
た
の
に
鷲
足
し
て
居
り
、
而
し
て
北
海
道
臨
で
は
此
の
耕
作
組
合
に
劃
し
毎
年
百
五
、
六
十

闘
位
宛
を
一
二
、
四
ヶ
年
柏
助
し
て
農
家
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
1

1
舎
駐
の
原
料
源
培
養
を
助
成
す
る
鹿
が
あ
っ
た
。



即
ち
喜
茂
別
村
で
は
先
づ
昭
和
四
年
春
に
下
回
氏
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
組
合
員
と
の
間
に
耕
地
四
十
町
歩
に
つ
い
て
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
苗
と
之
れ
が
生
産
品
た
る
一
定
規
格
の
鍬
翠
の
寅
買
が
約
束
せ
ら
れ
た
が
、
引
槙
き
周
年
秋
に
は
約
三
十
町
歩
揖
大
せ
ら
れ
た
。

が
、
之
は
、
農
家
に
と
っ
て
目
新
し
く
其
の
栽
培
に
全
く
経
験
た
き
新
規
作
物
の
と
と
ミ
て
成
績
芳
ば
し
か
ら
歩
、
僅
か
十
二
、
一
ニ
町
歩

を
出
向
し
て
他
は
鹿
さ
る

L
K
至
っ
た
け
れ

E
も
、
爾
後
除
々
に
之
れ
が
増
加
を
見
、
昭
和
五
年
に
は
全
部
で
約
五
十
町
歩
と
な
り
、

昭
和
九
年
に
は
既
に
百
町
歩
を
超
ゆ
る
に
至
っ
た
。
鹿
が
従
来
、
函
館
、
東
京
等
に
於
て
主
と
し
て
小
館
詰
業
者
、
小
食
料
品
製
謹

業
者
に
封
す
る
前
貸
商
業
資
本
と
し
て
活
動
し
て
居
っ
た
所
の
も
の
が
本
事
業
の
有
利
性
に
着
目
し
、
之
れ
が
主
樟
と
な
っ
て
昭
和

八
年
朝
日
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
臨
詰
株
式
舎
枇
(
本
稿
で
は
爾
後
「
朝
日
」
と
略
構
す
る
ゾ
を
創
立
、
費
本
金
十
一
寓
闘
を
以
っ
て
新
た
友
鰭

詰
資
本
と
し
て
登
場
し
、
本
村
に
工
場
を
開
設
、
之
れ
が
昭
和
十
年
、
本
村
に
新
た
に
耕
地
百
七
十
町
歩
に
つ
い
て
の
原
料
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
特
約
閥
係
を
結
び
爾
後
漸
次
之
れ
を
蹟
張
栽
植
せ
し
め
た
外
、
小
樽
市
の
株
式
合
吐
極
東
健
詰
製
造
所
も
亦
木
村
内
農
家
に

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
踏
詰
原
料
の
特
約
組
合
を
組
織
せ
し
め
る
と
言
っ
た
献
態
で
あ
h
p
、
斯
く
て
本
村
に
集
中
的
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の

護
展
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
更
ら
に
、
後
に
梢
々
詳
し
く
述
ペ
る
様
に
、
昭
和
十
二
年
、
此
の
村
の
産
業
組
合
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詰

加
工
事
業
に
進
出
す
べ
き
を
決
意
し
、
諸
般
の
準
備
過
程
を
経
て
、
柏
々
大
規
模
に
咋
昭
和
十
四
年
其
の
加
工
の
第
一
回
シ
ー
ズ
ン

を
迎
へ
る
に
至
う
た
と
言
ふ
が
如
き
有
棋
で
、
本
村
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
益
k

其
の
増
反
が
刺
戟
さ
れ
る
慮
が
あ
っ
た
次
第
で

る
る
。
斯
く
て
本
村
は
嚢
き
に
述
べ
た
如
く
金
道
従
っ
て
金
圏
第
一
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
地
と
し
て
共
の
名
が
著
聞
す
る
様
に
た

っ
た
。要
す
る
に
北
海
道
農
家
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
臨
詰
資
本
に
よ
っ
て
喜
茂
別
村
に
誘
護
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
其
の
第
一
歩
の
印
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
同
じ
く
此
の
地
に
原
料
を
求
む
べ
く
諸
他
の
臨
詰
資
本
が
登
場
し
て
共
の
増
反

を
促
進
し
て
止
ま
や
e

裁
に
遼
原
の
火
と
な
っ
て
本
村
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
展
開
、
而
し
て
之
れ
が
火
元
と
な
っ
て
後
に
述
べ

る
様
に
近
隣
村
に
燃
え
舗
が
り
、
更
に
金
道
各
地
に
飛
火
し
、
共
の
中
に
は
将
来
の
護
展
の
新
た
な
操
賠
た
る
で
あ
ら
う
と
見
倣
さ

北
海
道
ア
λ

パ
ラ
グ
ス
の
溌
展
に
於
け
る
経
済
面

六
五



足此
場の北
を地海
求に道
め於の
?とけ 、
にる而
し活し
て勤て
もに 4寺
、ょに
共つ喜
のて茂
足誘別
が費村
士也 、を
に促中
つ進心
きさと
能れし
くたて
共もの
ののア
賓にス
~はバ
結相ラ
ぷ建ガ
になス
至い栽
つ。培
た併の
にし斯
就たる
いが護
てら展
は健は
そ詰、
れ資勿
相本論
臆が今
の営述
根初べ
擦此た
がの様
あ i也主主
りに催、-u- 呈土
フT 日日

僚の資
件原本
が料の

12)官海泰水、北海道に於ける加工原料としての閑義作物について、北海道農事試磁場
悶惑に闘する研究報告。
13)抑稿、 北海道農業の地域的形相、枇合政策時報、 230説、 49-54頁。

北
海
道
ア
ス
パ
タ
ガ
ス
の
俊
民
に
於
け
る
経
済
商

六
六

れ
る
も
の
が
あ
る
と
言
ふ
現
献
で
あ
る
。

』、田，

兵
っ
て
ゐ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
如
何
友
る
鮪
に
る
る
か
。

先
づ
第
一
に
考
へ
ら
れ
る
の
は
本
道
の
、
ま
た
喜
茂
別
村
の
自
然
的
保
件
の
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
封
す
る
好
適
性
で
あ
る
c

元

来
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
軽
撃
た
る
土
壌
で
む
し
ろ
水
透
性
の
土
地
に
好
趨
す
る
の
は
、
本
邦
海
岸
地
方
の
砂
質
地
杯
に
ハ
マ
ナ
ス
等
と

共
に
之
が
野
生
す
る
も
の
あ
る
を
見
る
の
で
も
分
る
が
、
之
れ
が
栽
培
に
は
斯
る
土
壌
地
質
保
件
を
有
し
而
か
も
有
機
質
に
富
ん
だ

相
営
の
肥
沃
度
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
気
温
関
係
に
は
左
し
た
る
窮
屈
さ
が
な
く
極
端
な
寒
帯
的
或
は
熱
帯
的
集
温
下
で
さ

へ
た
け
れ
ば
生
育
す
る
。
気
温
寛
容
度
が
大
き
い
と
言
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
或
る
程
度
冷
涼
で
る
る
方
が
所
謂
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
鍔
病
の

殻
生
が
・
少
な
く
其
の
生
育
の
却
っ
て
良
好
友
作
物
で
あ
り
、
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
に
は
所
謂
冷
容
が
な
い
。
と
言
ふ
の
は
、
昭
和
六
、
七
、

九
、
各
年
の
北
海
道
の
凶
年
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
不
作
で
泣
か
っ
た
と
と
に
依
っ
て
も
立
設
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
の
賠
に
見
て
北
海

道
各
地
は
概
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
自
然
的
趨
地
た
る
の
僚
件
を
飯
に
一
躍
具
備
し
て
居
る
。
世
界
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
名

産
地
と
言
は
れ
る
米
園
加
州
、
調
逸
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ワ
イ
レ
戸
(
切

g富
田
口
何
回
垣
市
山
ち
の
中
、
加
州
は
本
道
に
比
し
て
柏
々
高
温
で
あ
る

が
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ワ
イ
ヒ
の
気
温
は
本
道
と
大
差
が
な
川
。
ま
た
土
壌
の
軽
羅
水
透
性
に
於
て
は
本
道
各
地
に
庚
汎
に
分
布
し
て

居
る
所
の
火
山
友
質
壌
土
は
此
の
鮪
に
十
分
の
趨
格
性
乞
有
っ
と
謂
は
、
な
け
れ
ば
な
ら
及
川
。
|
|
克
も
前
に
も
言
っ
た
様
に
、
此

の
作
物
は
同
時
に
土
地
に
有
機
質
を
有
ち
相
官
の
肥
沃
度
あ
る
を
要
す
る
か
ら
地
力
の
甚
だ
し
く
劣
り
其
の
偉
で
は
利
用
し
得
汝
い

所
の
所
謂
火
山
次
地
を
裁
に
指
し
て
居
る
の
で
は
な
い

c
l
l斯
く
て
本
道
は
偏
北
、
稚
内
地
方
で
も
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
普
通
に
生



育
し
得
る
と
と
が
試
験
報
告
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
適
地
を
選
べ
ば
金
道
的
に
、
技
術
的
に
は
共
O
栽
培
は
可
能
の
様
で
あ
可
制
。
鹿

で
喜
茂
別
村
は
羊
蹄
山
乃
至
有
珠
山
系
統
の
火
山
友
質
壌
土
地
方
に
属
す
る
か
ら
鞍
繋
水
透
肥
沃
性
を
要
求
す
る
土
地
保
件
に
見
て

正
に
右
に
言
ふ
意
味
で
の
埴
地
に
該
歯
す
る
。

共
に
農
業
経
管
式
と
の
闘
係
で
あ
る
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
言
ふ
ま
で
も
た
く
畑
作
物
で
る
り
、
畑
作
経
替
と
で
な
け
れ
ば
能
く
結

ぴ
付
き
得
た
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
例
ひ
畑
作
経
替
と
一
言
つ
で
も
、
府
鯨
の
園
事
的
制
作
粧
替
の
如
き
と
は
必
宇
し
も
能
く
結
び
つ

き
得
な
い
。
と
一
言
ふ
む
は
轟
き
に
も
言
っ
た
藤
氏
、
本
邦
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
埼
は
今
日
D
磁
躍
詰
原
料
と
し
て
の
生
産
で
る
っ
て
、

生
斑
茶
と
し
て
の
商
品
生
産
で
は
な
い
か
ら
、
従
っ
て
共
の
率
債
は
必
十
し
も
府
嬬
の
集
約
的
関
謹
農
定
物
の
如
き
高
債
た
る
と
と

を
得
4
7
、
ま
た
加
工
部
面
に
於
け
る
経
営
技
術
上
、
一
定
地
置
に
相
官
面
積
の
集
積
生
産
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
し
て
、
従
っ
て
経

町

替
の
或
る
程
度
の
組
放
問
、
従
っ
て
地
慣
乃
至
土
地
用
役
債
格
の
比
較
的
低
廉
な
る
と
と
を
前
提
僚
件
と
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
・
少

く
も
本
邦
内
地
と
し
て
は
、
北
海
道
の
康
汎
な
る
畑
地
の
存
在
、
従
っ
て
本
道
畑
作
農
業
経
営
と
と
そ
結
び
つ
き
易
い
理
で
あ
る
。

而
し
て
喜
茂
別
村
は
地
形
地
質
保
件
の
故
に
水
田
の
造
成
を
見
ざ
る
純
畑
作
地
帯
に
麗
し
、
共
の
一
経
替
営
h
v
舟
地
面
積
は
七
、
八

町
歩
位
乞
棋
準
と
す
る
庭
の
地
方
で
、
十
勝
地
方
の
如
き
組
放
的
大
面
積
経
替
よ
り
は
遥
か
に
集
約
的
で
あ
る
的
、
而
か
も
府
牒
の

一
般
畑
作
経
替
の
如
き
に
比
す
れ
ば
言
ふ
ま
で
も
な
く
著
し
く
粗
放
で

b
る
。
而
し
て
従
来
多
く
茶
豆
、
馬
鈴
薯
、
燕
多
乃
至
は
除

虫
菊
な
ど
比
較
的
粗
放
及
市
場
作
物
を
栽
培
し
、
早
く
か
ら
高
度
の
商
品
生
産
に
習
熟
し
て
来
た
地
方
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
其
の

換
金
作
物
た
る
に
於
て
同
じ
い
所
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
へ
の
一
部
轄
換
結
合
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

七

一
般
に
北
海
道
の
農
業
特
に
畑
作
農
業
は
府
騒
農
業
に
比
し
て
極
め
て
共
の
商
品
生
産
度
が
尚
い
ぽ
と
か
ら
、
本
道
農
家
は
概
し

て
府
廓
農
家
に
比
し
て
貨
幣
経
済
観
念
が
遥
か
に
強
く
、
管
利
心
に
富
み
景
気
感
受
性
に
敏
感
で
あ
り
、
之
れ
を
或
は
控
歩
的
と
も
或

は
投
機
的
射
利
的
と
も
言
は
れ
る
弐
第
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
る
れ
、
農
業
経
畿
の
一
定
様
式
に
閏
#
一
泊
し
皐
な
る
ル
ー
チ
ン
の
繰

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
購
読
展
に
於
け
る
経
済
面

六
七

14)伊藤潔 後志地方に於けるアスパラガスの栽培、国萎、 29巻、 12競。
15)尤も之は府!援の閑毒事経替の著 Lき集約性におして言ふ粗放性であり、北海道の標準
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北
海
遊
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
護
展
に
於
け
る
経
済
面

六
八

返
し
に
堕
す
る
と
と
の
む
し
ろ
一
般
左
我
闘
の
農
家
に
於
て
、
濁
り
北
海
道
の
特

κ制
作
農
家
で
は
斯
る
惰
牲
に
比
較
的
稀
蒋
で
あ

る
と
と
は
民
に
疑
た
い
事
賞
で
あ
る
。
斯
く
て
本
道
農
家
は
府
麟
農
家
よ
り
は
新
規
作
物
の
議
入
に
於
て
も
遥
か
に
果
敢
で
あ
り
、

何
等
か
の
刺
戟
乃
至
は
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
、
比
較
的
容
易
に
ア
ス
パ
ラ
カ
ス
栽
培
の
如
き
か
L

其
の
経
営
の
中
に
採
り
入
れ
る
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
喜
茂
別
村
農
家
の
聞
に
は
此
の
気
風
が
他
よ
り
一
居
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
絹
り
皐
に
此
の
村

農
家
が
畑
作
農
な
る
が
故
に
有
つ
斯
る
傾
向
。
一
般
性
以
上
に
、
従
来
と
も
此
の
村
農
家
の
気
風
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
た
鹿
で
あ

る
。
即
ち
或
は
大
幅
一
旦
が
利
益
多
し
と
て
大
幅
互
に
走
り
、
或
は
除
虫
菊
栽
培
に
相
競
ひ
、
或
は
薬
草
生
産
の
利
を
迫
っ
て
之
れ
が

栽
培
に
飛
び
つ
く
と
言
っ
た
赦
態
で
あ
り
、
貨
幣
的
利
益
を
求
め
て
各
種
作
物
を
果
敢
に
取
り
入
れ
取
り
換
へ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、

此
の
間
或
時
は
大
利
を
博
し
て
喜
び
或
時
は
著
し
き
損
失
に
泣
き
、
或
者
は
産
を
輿
し
或
者
は
倒
産
し
た
。
例
へ
ば
此
の
村
氏
於
て

除
虫
菊
栽
埼
の
盛
ん
で
る
っ
た
大
正
十
四
、
五
年
頃
の
如
き
其
の
作
付
五
百
町
歩
に
及
び
共
の
花
期
に
は
金
村
民
自
に
遠
望
さ
れ
た

と
一
一
首
ふ
が
、
や
が
て
は
病
害
の
護
生
と
外
部
経
済
的
費
化
を
感
醸
し
て
今
や
全
く
共
の
跡
方
も
見
難
い
赦
態
で
る
る
。
次
表
は
本
村

に
於
け
る
二
、
三
の
作
物
の
最
近
に
於
け
る
作
付
反
別
の
襲
濯
で
あ
る
が
、
僅
か
八
ヶ
年
間
に
其
の
費
動
更
代
の
如
何
に
甚
だ
し
き
と

と
か
、
本
村
農
家
の
上
也
管
利
心
に
よ
る
農
業
経
替
の
内
容
動
揺
の
一
班
は
之
れ
に
よ
っ
て
も
概
ね
察
知
す
る
と
と
が
出
来
ゃ
う
。

第

三

表

喜
茂
別
村
、
:
、
三
作
物
作
付
面
積
の
動
き
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斯
く
し
て
本
村
に
於
け
る
念
速
な
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
展
開
は
本
村
農
家
の
醤
利
的
進
取
性
友
る
一
般
的
素
地
が
る
っ
た
か

ら
と
そ
始
め
て
可
能
だ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

然
ら
ば
此
の
村
農
家
に
於
け
る
一
般
他
地
方
に
比
し
て
よ
り
敏
感
な
貨
幣
経
済
的
観
念
は
如
何
に
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

其
れ
は
一
面
に
は
此
の
村
耕
地
が
聞
か
れ
た
営
初
共
の
自
然
保
件
に
依
る
一
定
。
制
約
下
に
栽
培
さ
れ
た
作
物
が
た
ま
/
¥
封
外
関

係
の
深
い
職
出
向
作
物
で
る
り
、
従
っ
て
之
を
通
じ
て
早
く
か
ら
此
の
村
農
家
が
否
膳
・
な
し
に
外
閣
の
経
済
的
建
動
に
ま
と
も
に
接

蝿
を
徐
儀
な
く
せ
ら
れ
、
か
く
て
，
次
第
に
斯
る
外
国
の
影
響
を
受
け
て
彼
等
の
替
利
的
翻
念
乃
至
準
取
性
が
馴
致
さ
れ
、
之
れ
が
今

日
あ
ら
わ
に
な
っ
て
来
た
と
と
で
あ
ら
う
。
或
は
本
村
農
家
に
封
し
て
指
導
的
地
位
に
在
っ
た
(
例
へ
ば
元
本
村
農
舎
長
の
如
き
)
ま

た
は
在
る
人
々
の
気
風
に
も
固
よ
り
因
由
す
る
所
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
他
面
、
本
村
の
今
日
ま
で
の
開
拓
経
過
並

に
本
村
農
家
一
般
住
民
の
移
住
系
統
の
中
に
も
か
L

る
気
風
に
関
係
す
る
所
深
き
も
の
が
ち
り
は
せ
ぬ
か
。
本
村
は
素
と
木
材
の
伐

採
生
産
地
と
し
て
人
々
の
入
地
を
見
た
。
而
し
て
彼
等
は
交
通
の
関
係
上
主
と
し
て
太
平
洋
岸
か
ら
伊
達
、
枇
馳
問
、
徳
舜
瞥
等
を
経
由

し
て
入
地
し
来
っ
た
。
明
治
十
七
年
寄
珠
郡
伊
達
村
に
が
、
け
る
伊
達
邦
成
男
が
共
の
奮
臣
阿
部
嘉
左
衛
門
氏
を
し
て
居
を
本
村
に
定

め
騨
遁
所
を
設
置
せ
し
め
た
の
が
本
村
に
居
を
構
へ
た
も
の
』
濫
簡
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
居
る
が
、
共
の
後
縫
部
粂
吉
な
る
人
に

よ
っ
て
此
の
地
に
製
軸
工
場
や
建
築
事
業
杯
が
開
始
さ
れ
て
居
る
。
と
も
-b
れ
此
の
村
は
共

P
初
め
主
と
し
て
太
一
千
洋
岸
方
面
か
ら

木
材
の
伐
採
を
目
的
に
入
地
し
た
人
々
に
よ
っ
て
開
拓
の
第
一
歩
が
印
せ
ら
れ
た
様
で
あ
る
が
、
他
方
、
共
後
日
本
海
方
面
か
ら
は

岩
内
、
磯
谷
、
書
都
等
に
於
て
従
前
一
一
位
千
金
の
鯨
漁
業
に
依
っ
て
生
活
し
て
ゐ
た
人
々
に
し
て
、
鯨
漁
業
の
衰
退
と
共
に
此
の
地

方
に
入
っ
て
来
た
所
の
本
村
住
民
の
移
住
系
統
が
あ
る
。
斯
く
し
て
本
村
は
東
海
岸
方
面
か
ら
の
林
業
民
と
、
西
海
岸
方
面
か
ら
の

漁
業
民
と
の
落
合
っ
た
彼
等
の
調
は
ど
瀦
溜
地
結
で
あ
る
。
本
村
農
業
が
今
日
新
る
移
住
系
統
の
人
々
或
は
共
の
子
孫
乃
至
は
其
の

気
風
感
化
を
受
け
た
人
々
に
よ
っ
て
現
に
管
な
ま
れ
て
居
る
と
し
た
な
ら
ば
、
本
村
農
家
が
一
般
農
家
の
通
有
性
た
る
保
守
性
に
於

て
比
較
的
稀
薄
で
、
む
し
ろ
積
極
的
営
利
的
で
あ
り
、

一
定
の
農
業
経
営
様
式
に
菅
着
す
る
と
と
少
な
き
気
風
の
存
在
を
首
肯
出
来

北
海
遺
ア
見
パ
ラ
が
豆
の
後
展
に
於
け
る
経
済
面

-... r、
:fu 



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
設
展
に
於
け
る
経
済
面

七
O 

る
で
る
ら
う
。

八

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
本
道
特
に
喜
茂
別
村
を
中
心
と
し
て
白
樺
詰
資
本
の
働
き
か
け
が
、
此
の
地
方
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
展
開

に
於
け
る
根
本
動
因
で
あ
る
と
と
は
否
め
な
い
。
而
し
て
一
定
の
之
れ
が
加
工
設
備
は
一
定
量
の
原
料
を
要
求
す
る
。
而
か
も
共
の

原
料
は
蒐
集
運
搬
等
の
費
用
閥
係
か
ら
|
|
特
に
原
料
た
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
撤
輩
は
時
の
経
過
取
扱
の
如
何
に
よ
っ
て
極
め
て
共
の

品
質
を
低
下
接
損
し
易
き
も
の
で
あ
る
が
故
に
|
|
一
定
地
直
に
一
定
量
以
上
之
を
集
積
供
出
さ
せ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ

て
一
旦
喜
茂
別
村
に
於
て
共
の
一
部
農
家
と
、
一
定
面
積
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
並
に
其
の
生
産
鍬
撃
の
供
出
に
関
す
る
特
約
閥
係

が
結
ぼ
れ
た
以
上
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
多
年
性
作
物
で
あ
り
、
而
か
も
植
付
後
撤
霊
採
取
ま
で
に
雨
三
年
を
要
す
る
か
ら
、
叉
前
述

の
如
く
一
般
農
業
者
に
取
っ
て
は
全
く
新
奇
な
作
物
で
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
原
料
採
取
地
を
他
の
地
方
に
移
し
或
は
之
を
新
設
す

る
と
と
を
得
友
い
事
情
も
手
停
っ
て
、
同
一
村
内
に
於
て
、
更
に
共
の
原
料
の
必
要
量
を
獲
得
す
ペ
く
契
約
栽
培
面
積
を
蹟
大
せ
し

め
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
の
資
本
側
の
事
情
が
あ
る
。
斯
く
て
健
詰
資
本
は
友
る
べ
く
同
一
地
域
内
に
於
け
る
原
料
生
産
を
十
分
怒

ら
し
め
る
烏
め
に
前
貸
、
共
の
他
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
之
が
培
養
に
力
を
設
す
と
共
に
、
前
貸
制
と
契
約
制
と
に
よ
っ
て
栽
培
農
家

を
固
定
的
に
自
己
に
連
繋
従
属
せ
し
め
、
以
て
共
の
培
養
し
た
原
料
受
入
を
確
保
せ
ん
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
斯
様
に
し
て
、

一
方
一
定
地
直
喜
茂
別
村
の
農
家
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
せ
し
め
様
と
す
る
臨
詰
資
本
の
働
き
か
け
は
、
他
方
本
村
農
家
に
と
っ

て
此
の
作
物
の
栽
培
が
同
地
方
の
他
種
作
物
に
封
し
て
比
較
的
有
利
と
見
撤
さ
れ
た
か
、
或
は
少
く
も
不
利
で
友
い
と
の
農
家
の
見

註

透
し
の
結
果
と
し
て
本
村
の
ア
ス
・
ハ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
具
瞳
化
し
集
中
的
に
護
展
促
進
せ
し
め
ら
れ
た
。

設
木
村
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
精
の
牧
支
に
ヲ
い
て
は
今
日
ま
で
の
出
品
信
滋
す
べ
き
調
査
資
料
が
な
い
。
が
、
本
村
で
資
地
に
之
を
栽
培
し
て
居
る
人

が
榔
劇
祭
と
し
て
余
に
誇
ヲ
た
所
で
は
、
植
付
後
鍛
家
採
取
ま
で
の
二
年
間
は
間
作
に
よ
っ
て
肥
料
代
の
一
部
が
得
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
反
鏡
、
昨

年
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
相
場
で
、
三
年
目
貝
塚
初
の
鍛
輩
採
取
年
は
牧
支
と
ん
と
ん
位
で
純
牧
な
〈
、
四
年
自
に
し
て
初
め
て
純
牧
一

o
i三
O
閥
、
五



年
目
三

O

七

O
図
、
六
年
目
以
降
八
年
目
頃
ま
で
は
各
年
五

O
l
九
O
闘
位
の
純
牧
で
あ
る
と
言
ふ
。
九
年
目
以
降
は
生
産
量
遮
減
し
、
株
の

経
済
的
存
続
年
限
は
約
十
五
年
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
本
村
に
は
未
だ
八
年
以
上
の
老
齢
株
は
な
い
。

兎
も
角
こ
れ
だ
け
の
反
蛍
純
枚
入
が
あ
れ
ば
、
此
の
村
の
他
作
物
と
の
比
較
に
於
て
憶
か
に
有
利
な
作
物
の
一
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
経
普

の
金
銭
か
ら
見
る
と
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
多
量
の
堆
厩
胞
を
要
し
、
従
っ
て
此
の
地
方
農
家
で
は
其
の
堆
厩
肥
の
大
部
分
を
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
投

じ
て
了
ふ
こ
と
に
な
ヲ
て
他
作
物
栽
埼
地
の
地
力
減
耗
を
来
す
の
み
な
ら
ず
、
努
力
も
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
集
中
的
に
投
下
さ
れ
、
他
作
物
は
居
腕
め

に
其
の
管
理
が
粗
略
と
な
る
こ
と
も
手
随
時
っ
て
、
他
作
物
牧
量
の
減
迭
を
結
果
し
て
居
る
農
家
も
少
〈
な
い
様
で
あ
る
が
、
か
く
て
は
ア
ス
パ
ラ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ガ
ス
の
有
利
性
は
同
一
終
盤
管
内
に
於
け
る
他
作
物
の
不
利
性
の
原
因
を
な
し
て
居
る
と
も
見
ら
れ
る
。
然
れ
ば
と
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
単
作
緩
餐

の
如
き
は
、
努
力
の
季
節
的
分
配
の
関
係
上
、
特
に
採
取
時
期
五
、
六
月
の
努
力
不
足
の
た
め
一
般
に
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。

新
〈
て
経
管
内
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
導
入
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
経
組
官
会
館
と
し
て
の
農
家
の
牧
盆
を
常

κ場
抽
出
し
得
る
と
は
軽
キ
に
論
断
は

出
来
な
い
。

倫
嫌
重
一
採
取
期
に
は
羽
は
二

i
三
時
に
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
夜
も
早
く
は
寝
に
つ
き
得
な
い
所
の
技
術
的
事
情
は
、
新
た
に
農
民
保
健
の

上
に
問
題
を
投
ず
る
も
の
が
あ
る
如
く
で
あ
る
。
同
か
も
倫
且
農
家
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
殺
培
に
疹
力
資
本
を
投
ず
る
所
以
の
も
の
は
、
農
家
に
於

円、動
t
r
b
骨
ム
r
b
酌
白
骨
し
い
が
い
恥
か
い
あ
釦
恥
ん
町
一
あ
い
わ
川
和
弘
a
b
か
山
口
¥
h
h
A
h
仇

h

h

…h札
川
和
引

u
b
仏
跡
恥
川
和
ム
r
h
F
1
m
b
骨

、
、
、

ら
す
事
賓
が
少
く
も
中
農
以
下
に
と
ヲ
て
の
草
唱
し
き
魅
力
と
な
づ
て
作
用
し
て
居
る
が
鋳
め
と
考
へ
ら
れ
る
。

九

併
し
・
な
が
ら
、
共
後
本
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
護
展
は
、
次
第
に
道
内
各
地
方
に
之
れ
が
栽
培
個
所
を
散
出
せ
し
め
、
此
等
散

出
個
所
を
接
結
と
す
る
他
地
方
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
展
開
に
よ
っ
て
、
相
封
的
に
は
後
志
乃
率
一
喜
茂
別
村
へ
白
集
中
性
が
幾
分

薄
ら
い
で
来
る
傾
向
が
る
る
の
は
国
よ
り
営
然
で
あ
る
。
斯
く
し
て
現
在
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
躍
詰
加
工
は
弐
表
に
よ
っ
て
示
す
が
如

く
、
会
道
で
大
小
取
混
ぜ
十
主
龍
、
十
一
ヱ
場
ハ
本
年
は
十
二
工
場
)
で
皆
ま
れ
て
居
h
y
、
共
の
樺
詰
生
漆
高
は
ム
ハ
前
向
六
千
飴
函
、

債
額
百
六
十
二
寓
九
千
飴
闘
と
概
算
せ
ら
れ
、
内
三
官
同
五
千
飴
函
は
海
外
輸
出
分
と
し
て
割
首
て
ら
れ
、
時
局
柄
我
が
閣
の
封
外
支

梯
力
に
寄
奥
し
て
居
る
。

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
瓦
の
溌
展
に
於
け
る
経
済
面

七
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北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
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の
設
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に
於
け
る
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第
四
表
は
昭
和
十
四
年
の
数
字
で

b
る
が
、
更
に
帥
府
系
に
向
つ
て
は
、
各
製
建
主
髄
と
も
に
、
そ
れ
件
、
に
健
詰
増
産
計
壷
を
樹

て
着
k

と
し
て
、
各
々
関
係
す
る
原
料
獲
得
地
区
乃
至
は
共
の
近
隣
地
方
に
縄
手
を
の
ば
し
て
、
之
れ
が
栽
培
増
反
に
向
っ
て
農
家

に
働
き
か
け
つ
L
あ
る
様
で
あ
る
が
、
一
方
、
北
海
道
農
舎
、
産
業
組
合
中
央
舎
北
海
道
支
合
、
北
海
道
畜
産
組
合
聯
合
合
、
北
聯

及
び
酪
聯
よ
り
成
る
所
謂
北
海
道
農
業
五
圏
髄
も
昨
年
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詰
を
以
て
正
式
に
重
要
輸
出
農
産
品
と
し
て
採
り
上
げ
、

北
海
道
農
業
の
時
局
捨
営
的
役
割
の
議
行
の
た
め
に
、
之
れ
が
生
産
増
加
に
向
。
て
積
極
的
に
努
力
せ
ん
態
度
を
示
す
に
至
っ
た
と

共
に
、
叉
北
海
道
睡
で
は
之
に
呼
臆
し
て
昭
和
十
五
年
度
拓
殖
費
橡
算
に
二
高
二
千
五
百
闘
を
計
上
し
て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
新

規
耕
作
(
主
と
し
て
育
苗
費
補
助
)
を
助
成
し
之
れ
が
増
産
を
績
祖
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
L
な
っ
た
模
様
で
あ
り
、
本
選
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
今
や
漸
く
金
閣
的
注
目
を
受
け
る
に
至
っ
て
居
る
。

O 

担
て
昭
和
四
年
百
十
七
高
封
度
、
十
八
高
二
千
弗
の
米
闘
ア
ス
バ
ラ
ガ
ス
健
詰
を
輸
入
し
て
居
た
我
が
闘
を
し
て
、
昭
和
九
年
に

は
八
十
高
七
千
封
度
、
九
高
三
千
弗
に
之
を
減
退
せ
し
め
た
北
梅
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
櫨
詰
が
、
時
局
下
の
今
日
、
斯
る
職
入
を
完
全

に
防
過
し
た
D
み
か
、
更
に
却
っ
て
之
を
海
外
に
輪
出
す
る
段
階
に
迄
到
達
、
設
に
華
々
し
く
も
時
節
柄
重
要
輪
出
品
の
一
・
と
し
て

登
場
し
て
来
た
と
と
も
さ
る
と
と
‘
な
が
ら
、
私
の
興
味
を
以
て
・
択
に
述
べ
ん
と
す
る
の
は
、
其
れ
が
加
工
部
面
に
封
す
る
農
村
産
業

組
合
の
進
出
過
程
に
闘
し
て
ゐ
る
。

北
海
道
に
於
け
る
農
村
産
業
組
合
に
よ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詰
加
工
と
し
て
は
、
夕
張
郡
角
田
村
の
産
業
組
合
が
既
に
昭
和
十
一

年
か
ら
、
他
種
の
農
産
加
工
ハ
味
噌
、
醤
油
、
製
粉
、
製
麺
、
共
の
他
ス
ウ
イ
l
ト
コ

1
ン
、
セ
ロ
リ
l
等
の
陣
屋
詰
杯
)
の
中
に
之

を
加
へ
、
現
に
共
の
組
合
加
工
場
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
纏
詰
の
製
造
を
行
っ
て
ゐ
る
。
共
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
纏
詰
加
工
を
開
始
す
る
に

至
っ
た
経
過
を
見
る
と
、
最
初
此
の
組
合
の
工
場
で
は
ジ
ャ
ム
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
グ
リ
ー
ン
ピ

l
ズ
、
セ
ロ
リ

1
等
の
加
工

か
ら
初
め
ら
れ
(
昭
和
十
年
Y
翌
年
味
噌
、
醤
油
の
醸
誼
ハ
今
日
共
の
主
要
部
門
た
り
〉
が
開
始
さ
れ
た
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
臨
詰
加
工

北
海
道
ア
λ

パ
ラ
ガ
ス
の
愛
展
に
於
け
る
経
済
碕

七

18)例へば「パター、除虫菊、アスパラグス一一北海遣の三大農産議出品JとLて内閣
情報部週報、147貌 C昭和14年 8月〉に、“NewJapanese Agricultural Products for 
Export，" として TheJ apan Economic Federation--The East Asia Economic 
News. vol. 1. Noふ Nov.1939に鹿キし〈紹介された。



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
溌
展
に
於
け
る
経
済
面

七
回

は
更
に
共
の
翌
年
か
ら
加
へ
ら
れ
た
部
円
で
あ
る
が
、
既
に
ジ
ャ
ム
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
l
ズ
等
の
臨
詰
加
工
を
替
ん
で
居

る
本
組
合
。
加
工
場
と
し
て
は
、
之
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詰
部
門
を
加
へ
る
と
と
は
既
存
工
場
の
人
的
物
的
設
備
の
能
率
的
利
用
と

た
り
、
不
境
変
則
負
擦
の
細
分
化
に
役
立
つ
か
ら
、
多
分
に
営
該
工
場
の
粧
轡
技
術
的
要
求
に
合
致
す
る
も
の
が
あ
り
、
謂
は
ぽ
農
産

加
工
経
営
の
合
理
化
で
も
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
特
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ム
等
の
如
き
は
内
地
製
品
と
畢
寛
競
争
し
難
く

組
合
で
は
最
近
此
の
部
門
は
中
止
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
斯
る
場
合
之
と
交
替
的
意
味
を
以
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
門
が
撹
張
さ
れ

る
と
と
は
、
消
極
的
に
は
既
存
固
定
設
備
の
ア
ボ
レ
ツ
セ
ン
ス
ハ

krgr田市
B
2
1
謂
は
ピ
非
物
質
的
資
本
消
耗
を
防
止
す
る
所
以
で

あ
る
と
共
に
、
積
極
的
に
は
組
合
員
た
る
農
家
の
た
め
に
、
共
の
生
産
品
の
加
工
利
益
を
確
保
し
、
之
れ
が
中
間
利
潤
と
し
て
外
部
に

流
出
す
る
を
防
止
す
る
所
の
、
農
村
協
同
組
合
本
来
の
機
能
の
遂
行
た
る
意
味
を
有
つ
。
此
の
組
合
加
工
の
原
料
ア
ス
。
で
フ
ガ
ス
は
勿

論
組
合
員
た
る
角
田
村
農
家
の
生
産
供
出
す
る
所
で
あ
る
が
、
共
の
作
付
は
素
と
臨
詰
資
本
、
極
東
製
造
所
(
小
樽
)
に
よ
っ
て
本
村
農

家
の
中
に
培
養
さ
れ
た
僅
か
四
町
歩
を
、
組
合
が
「
極
東
」
か
ら
反
古
十
周
位
の
封
債
を
以
っ
て
譲
り
受
け
る
と
と
に
依
っ
て
取
り
敢

へ
す
之
れ
が
加
工
を
開
始
し
た
。
之
れ
は
健
詰
資
本
「
極
東
」
に
と
っ
て
も
、
其
の
工
場
の
位
置
か
ら
比
較
的
遠
距
離
な
飛
び
地
で
あ

り
、
而
か
も
共
は
未
だ
小
西
積
で
あ
っ
た
か
ら
蒐
荷
上
比
較
的
多
く
の
経
費
を
要
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
相
官
の
劉
債
の
支
挽
ら

は
る
L

に
於
て
は
む
し
ろ
譲
り
渡
す
を
以
て
得
策
と
考
へ
た
の
で
、
裁
に
関
満
に
両
者
聞
の
受
渡
し
が
成
立
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

薩
で
角
田
村
産
業
組
合
は
共
の
獲
得
原
料
量
を
増
大
す
ペ
く
、
健
詰
資
本
か
ら
譲
り
受
け
た
右
四
町
歩
を
基
本
と
し
、
爾
後
は
組

合
白
韓
が
、
従
来
臨
詰
資
本
の
役
割
で
る
っ
た
底
の
原
料
の
培
養
の
た
め
に
、
共
の
組
合
員
農
家
に
働
き
か
け
る
こ
と
L
な
っ
た
、

即
ち
産
業
組
合
は
農
舎
に
委
託
し
て
苗
を
仕
立
て
、
之
を
組
合
員
農
家
に
貸
付
け
原
料
受
授
契
約
を
結
び
、
之
れ
が
栽
培
を
組
合
員

農
家
に
勧
奨
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
之
れ
が
篤
め
に
は
右
契
約
農
家
に
組
合
は
植
付
後
探
取
前
の
二
ヶ
年
反
営
、
上
等
地
に
て
五
闘

位
の
奨
助
金
を
附
興
す
る
。
本
村
耕
地
は
不
在
地
主
の
所
有
に
係
る
も
の
が
多
く
、
従
っ
て
本
村
農
家
の
七
、
八
割
は
小
作
経
替
で

あ
る
が
、
上
越
奨
蹴
金
は
大
約
共
の
小
作
料
額
を
補
助
す
る
程
度
の
費
質
を
有
た
う
か
。
本
村
農
業
は
夕
張
町
茨
錨
地
帯
に
其
の
読



菜
市
場
を
有
つ
闘
係
上
、
従
来
か
ら
菰
菜
栽
培
が
相
営
行
な
は
れ
て
居
り
、
従
っ
て
本
村
農
家
は
菰
菜
栽
培
に
比
較
的
習
熟
し
て
居

る
u

併
し
な
が
ら
同
じ
く
読
菜
園
事
作
物
と
難
も
彼
等
に
取
っ
て
全
く
珍
奇
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
生
組
合
の
設
定
す
る
増
反
面

積
だ
け
彼
等
の
間
に
求
む
る
と
と
は
、
組
合
自
瞳
が
之
れ
が
培
養
に
営
っ
た
最
初
の
年
は
必
や
し
も
容
易
で
は
・
な
か
っ
た
け
れ
と
も

最
近
は
組
合
は
却
っ
て
農
家
側
か
ら
の
栽
培
申
込
を
受
け
る
位
で
あ
る
と
言
ふ
。
斯
く
て
本
組
合
の
原
料
獲
得
面
積
は
咋
年
約
二
十

町
歩
、
本
年
約
三
十
町
歩
で
将
来
五
、
六
十
町
歩
位
に
し
度
い
意
向
を
今
日
組
合
理
事
者
は
有
っ
て
居
る
様
で
あ
る
。
向
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
に
は
多
量
の
堆
厩
肥
を
用
ゆ
る
と
と
の
技
術
的
必
要
性
に
つ
い
て
は
嚢
に
も
述
べ
た
が
、
本
組
合
が
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽

培
農
家
に
限
り
、
特
に
低
利
に
購
牛
資
金
を
貸
出
し
、
以
っ
て
本
村
の
乳
牛
増
殖
と
共
の
結
果
と
し
て
の
堆
厩
肥
増
産
に
よ
る
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
原
料
確
保
と
の
一
石
二
鳥
策
に
は
多
大
の
興
味
佐
賢
ゆ
る
も
の
が
あ
る
。

と
も
あ
れ
角
田
村
産
業
組
合
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
躍
詰
加
工
は
、
組
合
の
農
産
加
工
場
経
替
合
理
化
の
た
め
に
其
の
事
業
の
一
部
門

と
し
て
後
か
ら
之
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
が
攻
に
述
べ
る
も
の
と
釘
牒
的
事
例
で
る
る
。
而
し
て
前
述

の
様
に
北
海
道
に
於
け
る
産
業
組
合
に
よ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
加
工
と
し
て
の
最
初
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
共
の
製
蓮
高
は
前
掲
第
四

表
に
見
る
が
如
く
、
昨
年
に
於
て
未
だ
僅
か
に
三
百
五
十
函
、
八
千
七
百
飴
固
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
会
道
的
に
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健

詰
加
工
の
主
躍
と
し
て
の
地
位
は
低
い
。

次
に
わ
た
く
し
の
趨
ペ
た
い
の
は
共
の
加
工
事
業
を
昨
年
開
始
し
た
許
り
の
喜
茂
別
村
産
業
組
合
の
夫
れ
で
あ
る
。
之
れ
が
興
味

は
濁
り
共
の
生
産
高
の
大
な
る
(
昭
和
十
四
年
、
一
八
、

0
0
0函
、
四
五

O
、
0
0
0園
で
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
と
共
に
第
一

位
)
に
於
て
ど
は
な
く
、
従
来
一
健
詰
資
本
と
其
の
原
料
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
供
出
耕
作
組
合
員
農
家
聞
の
原
料
需
給
の
特
約
聞
係

κ於

け
る
該
健
詰
資
本
の
前
資
本
主
義
的
搾
取
に
封
抗
し
て
、
原
料
耕
作
農
家
が
一
奉
に
共
の
原
料
供
給
を
彼
等
の
車
問
業
組
合
に
移
し
、

自
主
的
に
産
業
組
合
に
依
っ
て
加
工
製
趨
す
る
に
至
っ
た
事
買
と
、
之
れ
が
北
持
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
界
に
血
(
へ
た
影
響
に
闘
し
て
げ
る

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
設
展
に
於
け
る
経
済
商

七

五



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
設
展
に
於
け
る
経
済
面

七
六

る
る
。喜茂
別
村
に
於
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
は
、
義
に
詳
し
く
述
べ
た
様
に
、
昭
和
四
年
岩
内
の
臨
詰
資
本
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

に
よ
っ
て
誘
護
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
と
本
村
に
組
織
さ
れ
た
原
料
供
出
耕
作
組
合
員
と
の
聞
に
正
式
に
特

約
閥
係
が
書
面
契
約
の
形
で
締
結
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
今
共
の
契
約
白
保
項
を
見
る
と
戎
の
如
く
で
あ
る
。

契

約

書

0
0
0
0
0
ヲ
甲
ト
シ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
組
合
員
ヲ
乙
ト
シ
爾
者
間
=
於
テ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
首
並
ュ
之
レ
ガ
生
産
品
ノ
東
買
エ
付
左
記
誇
保
項

ヲ
契
約
ス

第
一
一
傑
乙
ρ

甲
ヨ

P
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
苗
ア
買
取
リ
甲
ノ
承
認
セ
ル
地
域
-
一
一
於
テ
之
ヲ
裁
培
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第

二

僚

乙

ρ

第
一
僚
ノ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
緒
ユ
依
リ
昭
和
七
年
ヨ

H
昭
和
二
十
六
年
八
月
末
日
マ
ダ
昌
一
収
穫
月
ベ
キ
生
産
品
会
部
ヲ
賓
波
丸
毛

ノ
ト
ス

前
項
ア
ス
パ
ラ
ガ
見
栽
域
地
域
並
=
生
産
拍
車
定
数
量
-
一
就
テ
ハ
別
=
之
ヲ
協
定
ス

第
一
一
で
傑
苗
代
ρ

一
八

O
O
株
Z

日
付
金
十
五
闘
ト
シ
三
ヶ
年
据
置
キ
昭
和
七
年
(
牧
穫
初
年
度
)
ヨ

P
一
一
一
ヶ
年
間
毎
年
六
月
十
五
日
マ
デ
ュ
一
総
会

額
ノ
一
一
一
分
ノ
一
宛
ヲ
文
梯
7

モ
ノ
ト
ス

第
四
保
前
僚
苗
代
金
ノ
支
椀
完
了
エ
到
ル
迄
之
レ
ガ
見
怒
り
ト
シ
テ
乙
ハ
甲
ニ
謝
シ
借
用
語
香
並
二
羽
借
用
金
ト
同
額
ノ
生
産
品
代
金
=
劉
ス

ル
受
取
委
任
扶
ヲ
晶
君
入
ル
、
モ
ノ
ト
ス

第
五
保
苗
代
金
支
梯
完
了
以
前
ユ
於
テ
蔦
一
乙
ガ
栽
培
並
ユ
管
理
ヲ
怠

p
或
ハ
中
止
シ
タ
ル
場
合
又
ハ
前
記
甲
-
二
釣
ス
ル
債
務
履
行
品
支
障
7

生
ズ
ル
虞
ア
リ
ト
甲
=
一
於
テ
認
ム
ル
場
合
-
-
ハ
乙
ハ
甲
ノ
請
求
ユ
ヨ
リ
期
目
前
ト
錐
モ
即
時
苗
代
金
勢
湾
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
線
第
二
線
品
依
ル
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
品
ノ
寅
買
値
段
ハ
昭
和
四
年
及
五
年
度
エ
植
付
ケ

9
ル
モ
ノ
ハ
昭
和
七
年
ヨ

P
昭
和
二
十
六
年
迄

ノ
間
ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ
ホ
ワ
イ
ト
及
ピ
其
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
十
五
庖
=
付
三
回
二
十
銭
ト
ス

前
羽
ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ
ホ
ワ
イ
ト
以
下
ノ
モ
ノ
ノ
値
段
ρ

其
ノ
都
度
甲
乙
閑
=
於
テ
協
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
昭
和
六
年
及
業
以
後
エ
一
植
付
ケ

9
ル

モ
ノ
ノ
償
絡
ハ
別
=
協
定
ス

第
七
僚
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
品
ノ
代
金
エ
劃
ス
ル
支
梯
方
法
ハ
一
ヶ
月
一
一
一
回
現
金
梯
ト
ス

但
乙
ハ
昭
和
七
年
ヨ

p
十
年
マ
デ
ノ
問
甲
ニ
於
テ
生
産
口
聞
こ
封
ス
ル
代
金
中
ヨ
リ
第
三
保
ユ
ヨ
ル
苗
代
ヲ
優
先
的
ユ
一
控
除
返
済
ユ
茄
蛍
V
奨



議
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
保
省
略
へ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
ロ
聞
の
受
渡
場
所
に
闘
す
る
規
定
〉

第
九
僚
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
品
ノ
長
サ
ハ
四
寸
以
上
八
す
ヲ
標
準
ト
シ
採
取
蛍
目
指
定
時
間
三
指
定
場
所
ユ
一
厨
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
保
乙
ハ
第
二
臨
時
ユ
ヨ
ル
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
品
7
理
由
ノ
如
何
ニ
拘
ラ
ズ
甲
以
外
三
譲
渡
又
ρ

販
由
民
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

高
一
之
三
連
反
シ
一
一
部
又
ハ
全
部
ヲ
他
へ
譲
渡
又
ρ
原
資
シ

F
ル
岨
場
合
ρ
遺
約
金
ト
シ
テ
譲
渡
叉
ハ
販
貰
シ
BJ
ル
数
量
二
劃
シ
十
五
庖
-
一
日
付

金
五
闘
也
/
割
合
ヲ
以
テ
甲
二
割
シ
鉾
償
ノ
責
-
一
任
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

甲
昌
一
於
テ
同
一
行
錯
ヲ
銭
シ
タ
ル
場
合
亦
岡
ジ

第
十
一
保
乙
ハ
本
契
約
期
間
中
ユ
於
テ
第
一
保
ユ
ヨ
ル
自
己
ノ
裁
域
ス
ル
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
(
株
〉
ヲ
他
へ
譲
渡
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
ハ
甲
ノ
承
諾

ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
二
位
陣
乙
ハ
本
契
約
履
行
上
ユ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ペ
キ
行
銭
ヲ
銭
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
事
前
二
一
中
ノ
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ヨ
ト
ヲ
婆
シ
高

一
之
二
通
反
シ
銘
メ

τ
甲
ユ
於
テ
損
害
7
蒙
P
D
T
ル
時
ρ

乙
ユ
一
於
テ
損
害
賠
償
ノ
責
ニ
任
ズ
イ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
脇
陣
賞
事
者
ノ
一
方
ガ
本
契
約
二
違
反
シ
F
ル
場
合
ニ
ハ
相
手
方
ハ
之
ガ
絹
ニ
蒙
P

R
ル
銭
筈
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

策
十
四
俵
乙
ハ
本
契
約
二
闘
ス
ル
一
切
/
義
務
履
行
ユ
付
甲
二
割
シ
連
帯
シ
テ
其
ノ
責
二
位
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
五
線
本
契
約
ノ
有
効
期
閉
山
第
二
保
既
定
ノ
昭
和
二
十
六
年
生
産
品
全
部
ノ
受
渡
終
了
後
六
ヶ
月
ト
シ
其
後
本
契
約
ヲ
存
績
ス
ペ
キ
カ
否

カ
ハ
昭
和
二
十
五
年
二
月
中
=
甲
乙
協
麟
ノ
上
取
扱
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

右
契
約
ノ
麓
ト
シ
テ
本
書
威
渇
ヲ
作
製
シ
甲
乙
各
一
週
ヲ
保
有
ス

昭
和
五
年
十
一
月
一
日

耕 O

作 O・

者 O

連 O

霧 O

即
ち
此
の
契
約
書
に
見
る
と
、
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
は
本
村
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
組
合
員
た
る
農
家
に
首
を
資
り
、
其
の
代

金
ハ
一
八

O
O株
に
付
金
十
五
閤
)
は
之
を
前
貸
す
る
。
之
は
最
初
の
三
ヶ
年
据
置
き
爾
後
一
一
一
ヶ
年
聞
に
毎
年
一
定
の
時
日
ま
で
に
三

分
D

一
宛
返
済
し
も
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
而
し
て
農
家
は
此
の
苗
を
「
日
本
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
」
の
承
認
せ
る
土
地
に
於
て
栽
培
し
、

一
定
規
格
以
上
の
も
の
に
劃
し
て
は
明
確
に

共
の
生
産
品
の
全
部
を
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
に
資
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
が
、

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
護
展
に
於
け
る
経
済
面

七
七



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
愛
展
に
於
け
る
経
済
面

七
八

共
の
債
格
が
保
註
さ
れ
て
ゐ
る
と
共
に
此
の
特
約
閥
係
に
は
二
十
ヶ
年
の
期
限
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

鹿
で
本
村
農
家
が
初
め
て
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
に
出
荷
し
た
の
は
翌
昭
和
一
ハ
年
で
あ
っ
た
が
、
此
の
際
多
数
の
不
合
格
品
を

出
し
た
。
と
れ
ば
何
分
に
も
新
規
作
物
の
と
と
故
農
家
が
栽
培
乃
至
探
取
技
術
に
習
熟
し
な
か
っ
た
が
矯
め
も
る
ら
う
が
、
一
面
に

は
営
初
の
契
約
規
格
と
此
の
時
の
合
祉
の
現
賞
受
入
規
格
と
の
聞
に
相
遣
が

b
っ
た
と
と
に
も
因
由
す
る
も
の
L
如
く
で

b
る
。
と

も
あ
れ
受
入
れ
ら
れ
ざ
る
多
数
の
不
合
格
品
を
抱
い
た
農
家
は
、
探
れ
ば
と
て
、
之
を
他
に
販
費
す
る
に
も
市
場
・
な
き
の
み
か
、
そ

は
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
と
の
契
約
面
に
依
っ
て
許
る
さ
れ
な
い
銭
め
に
蒙
っ
た
損
害
必
や
し
も
少
・
な
か
ら
や
、
建
に
一
部
に
は

之
れ
が
栽
培
契
約
を
破
棄
せ
ん
と
す
る
も
の
が
生
や
る
始
末
で
あ
り
、
健
詰
資
本
と
之
れ
が
特
約
原
料
生
産
者
と
の
取
引
開
係
に
は

其
の
出
殻
貼
か
ら
既
に
問
題
を
は
ら
み
雨
者
間
に
十
分
折
ム
口
は
ざ
る
所
の
も
の
が
年
々
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
斯
様
友
際
に
首
っ
て
、

轟
に
も
一
言
し
た
所
の
新
た
な
健
詰
資
本
「
朝
日
」
が
乗
り
出
し
来
り
、
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
の
不
合
格
品
と
し
て
担
絶
し
た
原

料
を
ひ
そ
か
に
受
入
れ
ん
と
し
、
一
部
耕
作
者
の
之
に
臆
じ
た
と
と
は
首
然
「
臼
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
と
之
れ
が
特
約
耕
作
組
合
員

聞
に
契
約
違
反
の
問
題
紛
議
を
惹
起
し
た
事
置
も
あ
る
。
と
も
る
れ
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
の
完
全
な
る
需
要
猫
占
を
許
し
た
此

の
地
方
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
、
新
た
友
競
争
需
要
者
「
朝
日
」
が
登
場
し
た
と
と
に
よ
っ
て
生
や
る
影
響
は
少
き
を
得
な
い
。

そ
れ
は
原
料
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
皐
慣
の
賓
質
上
幾
分
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
此
の
地
方
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
面
積
の
念
激
友
蹟
大
で
る

っ
た
。

ー
ーー

自
ら
の
イ
ユ
シ
ア

1
チ
イ
プ
に
よ
っ
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
培
養
し
、
そ
し
て
共
が
今
や
一
躍
の
生
長
を
遂
げ
る
や
、
A
H
同
然
之

れ
が
濁
占
需
要
者
た
る
の
地
位
に
立
っ
た
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
に
封
し
、
強
力
念
競
争
者
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
傭
詰
界
に
登

場
し
た
「
朝
日
」
健
詰
資
本
は
、
同
じ
喜
茂
別
村
に
原
料
を
需
め
て
立
ち
現
は
れ
た
。
即
ち
「
朝
日
」
は
「
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

の
原
料
地
盤
に
於
て
前
越
の
如
き
波
範
を
捲
き
起
し
た
後
、
本
村
農
舎
及
び
産
業
組
合
の
斡
旋
を
受
け
て
村
内
に
新
た
に
農
家
二
百



ム
ハ
十
、
耕
地
百
七
十
町
歩
を
自
ら
の
満
点
的
原
料
地
盤
と
し
て
獲
得
し
、
教
に
新
規
の
特
約
閥
係
を
取
り
結
ん
だ
。
其
の
契
約
内
容

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
生
産
物
資
質
契
約
謹
書

今
般

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
甲
ト
穏
シ
虻
田
郡
喜
茂
別
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
組
合
ヲ
乙
ト
穏
シ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
組
合
員
ノ
生

産
物
ヲ
衰
買
契
約
ス
ル
篠
羽
左
ノ
如
シ

但
シ
本
契
約
ρ

乙
ガ
申
ヨ

P
借
入
レ
タ
ル
債
務
ヲ
償
還
シ

F
ル
日
ヲ
以
テ
解
除
ス
ル
毛
J

ト
R

第
一
一
保
乙
ρ

甲
ヨ
リ
別
紙
連
帯
借
用
設
寄
ノ
通

P
保
設
責
任
喜
茂
別
信
用
購
買
販
賀
利
用
組
合
ニ
一
於
テ
昭
和
八
年
度
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
耕
作
費
金

ト
シ
テ
甲
ρ
左
ノ
遁

P
乙
ユ
貸
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
種
子
貫
入
レ
代
金
ハ
乙
ヨ
リ
借
入
申
込
ア
リ
次
第
直
チ
ニ
一
中
ハ
乙
ニ
貨
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

肥
料
貫
入
レ
代
金
貸
渡
ハ
採
取
初
年
度
ノ
前
年
迄
ノ
参
個
年
閑
下
ス
却
チ
(
昭
和
八
年
度
昭
和
九
年
度
昭
和
拾
年
度
)
各
年
度
-
一
要
ス
ル
肥

料
買
入
レ
代
金
工
費
シ
其
ノ
都
度
乙
ヨ

P
借
入
申
込
ア
リ
次
第
甲
ハ
乙
ユ
貸
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

但
シ
前
記
積
子
並
肥
料
貫
入
レ
代
金
品
封
シ
甲
ガ
乙
=
貸
渡
ス
限
度
二
笠
段
歩
賞

p
金
七
園
以
内
ト
ス

右
限
度
ヲ
超
過
ス
ル
耕
作
資
金
ハ
一
切
乙
ニ
於
テ
支
出
シ
耕
作
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第

二

候

乙

ρ
前
依
/
連
帯
借
用
金
ユ
謝
シ
借
用
ノ
日
ヨ

q
完
済
-
二
宝
ル
迄
百
闘
ユ
付
日
歩
武
銭
ノ
割
合
-
一
営
ル
利
息
ヲ
甲
ニ
-
支
排
7

モ
ノ
ト
ス

第
三
保
甲
ハ
乙
ノ
耕
作
ユ
係
ル
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
ノ
全
部
ヲ
買
入
ル
ル
責
=
任
ズ

乙
ハ
甲
-
ニ
到
シ
生
産
物
9
L
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ノ
全
部
ヲ
質
渡
ス
コ
ト
ヲ
穣
約
ス
世
相
シ
高
一
乙
ハ
甲
ノ
承
諾
ヲ
特
ス
シ
テ
他
品
質
却
叉
ハ
譲
渡

等
ヲ
銭
シ
タ
ル
場
合
ハ
受
賞
匁
ニ
付
金
五
拾
銭
ヲ
以
テ
遁
約
鎖
筈
金
ヲ
甲
ヨ
リ
誇
求
次
第
乙
ハ
速
二
支
梯
ア
モ
ノ
ト
ス

第
四
僚
甲
ハ
乙
-
ニ
到
シ
貸
付
ケ
タ
ル
耕
作
費
金
ノ
岡
牧
ヲ
採
取
初
年
度
ヨ
リ
参
倒
年
ユ
分
割
シ
テ
現
金
支
扮
ノ
管
日
受
入
ル
、
毛
ノ
ト
ス

第
五
位
陣
甲
ガ
乙
ヨ
日
買
入
ル
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
繕
詰
用
ノ
債
絡
ノ
決
定
ハ
毎
年
出
廻
期
日
前
甲
乙
協
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

甲
乙
協
定
ニ
到
ラ
ザ
ル
場
合
ハ

{
B
臆
ノ
五
営
ナ
ル
裁
定
-
一
一
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
録
申
ハ
乙
ヨ

F
買
入
レ
9
ル
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
代
金
ハ
総
テ
現
金
ヲ
以
テ
支
梯
7

モ
ノ
ト
ス
(
第
四
位
陣
-
一
依
ル
耕
作
賛
金
分
割
梼
金
ヲ
相
殺

シ
タ
残
)
倫
債
務
完
済
後
ト
雄
モ
甲
ハ
乙
二
割
シ
貝
入
レ
タ
ル
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
代
金
円
受
入
レ
ノ
都
度
現
金
ヲ
支
排
7

モ
ノ
ト
ス

乙
J
N

甲
エ
劉
シ
借
入
金
支
椀
完
済
前
二
一
於
テ
高
一
乙
ず
栽
培
並
管
理
ヲ
怠

p
或
川
中
止
シ
タ
ル
場
合
叉
円
前
脇
陣
ノ
国
T

Z

謝
ス
ル
債
務
履

第
七
依

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
褒
展
に
於
け
る
経
済
面

七
九



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
盛
田
院
に
於
け
る
経
済
商

l¥ 
O 

行
品
支
障
ヲ
生
ズ
ル
虞
ア
リ
ト
甲
ユ
於
テ
認
ム
ル
場
合
ハ
甲
ノ
詩
求
-
一
ヨ
リ
期
目
前
ト
縫
即
時
借
入
金
ハ
乙
品
目
於
テ
連
帯
シ
テ
支
排
7

モ
ノ

ト
ス

第
八
候
省
略
(
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
物
の
受
渡
場
所
に
闘
す
る
規
定
)

第
九
脇
陣
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
物
戸
別
-
一
定
ム
ル
標
準
品
目
依

F
指
定
ノ
場
所
-
一
一
於
テ
受
入
井
、
モ
ノ
ト
ス

別
-
ニ
疋
ム
ル
標
準
ハ
悶
・
乙
協
定
ス
ル
毛
ノ
ト
ス

第
十
篠
乙
ハ
本
契
約
ユ
閥
ス
ル
一
切
ノ
義
務
履
行
エ
日
付
甲
二
割
シ
連
待
シ
テ
其
ノ
責
二
怯
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

右
契
約
ノ
鐙
ト
シ
テ
本
書
式
遁
ヲ
作
製
シ
甲
乙
各
登
遜
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

昭
和
八
年
五
月
戒
拾
臼

即
ち
右
に
よ
っ
て
見
る
と
「
朝
日
」
、
と
之
れ
が
原
料
耕
作
組
合
員
と
の
契
約
は
共
の
'
中
に
何
等
の
期
限
も
た
く
二
見
「
日
本
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
」
の
夫
れ
に
比
し
て
自
由
に
見
へ
る
が
、
そ
の
自
由
は
貫
質
的
に
は
「
朝
日
」
健
詰
費
本
側
に
一
方
的
に
自
由
な
の
で
あ

っ
て
、
耕
作
者
に
と
っ
て
は
、
多
年
性
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
苗
を
一
旦
作
付
し
た
以
上
二
定
年
限
の
聞
は
是
非
と
れ
が
生
産
鰍
輩
の
需

要
者
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
に
封
し
て
、
「
朝
日
」
は
之
れ
を
買
ひ
入
れ
る
と
と
に
は
な
っ
て
居
る
が
、
其
の
最
低
債
格
が
契
約
面

に
何
等
保
詮
さ
れ
て
居
ら
歩
、
間
早
に
、
債
格
は
毎
年
雨
者
聞
に
協
定
す
る
と
言
ふ
に
止
ま
る
。
而
か
も
耕
作
者
は
其
の
生
産
鍬
撃
を

「
朝
日
」
以
外
に
資
渡
す
に
於
て
は
一
定
の
建
約
損
害
金
な
る
も
の
を
「
朝
日
」
に
支
梯
ら
は
泣
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
の
で
る

る
。
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
慣
絡
は
一
臨
雨
者
間
で
協
定
す
る
と
言
ふ
と
と
に
は
た
っ
て
居
て
も
、
費
質
的
に
は
耕
作
者
は
「
朝
日
」
側

の
言
ひ
た
り
に
友
る
か
、
さ
も
・
な
け
れ
ば
所
謂
違
約
損
害
金
な
る
も
の
を
支
挽
ら
ほ
さ
れ
る
よ
り
他
な
い
所
の
片
務
的
な
取
り
き
め

で
あ
る
。
之
れ
で
は
特
約
耕
作
者
に
と
っ
て
不
安
な
る
を
兎
れ
な
い
。
故
に
耕
作
者
側
は
「
朝
日
」
に
封
し
、
一
定
年
限
聞
の
買
入

れ
の
確
約
並
に
其
の
最
低
債
格
の
保
設
を
要
求
す
る
所
が
あ
っ
た
が
「
朝
日
」
は
之
を
承
認
せ
や
、
斯
く
て
、
暴
覚
受
入
債
格
は
契

約
商
に
従
ひ
、
毎
年
雨
者
聞
に
折
衝
協
定
し
て
一
臆
事
友
き
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
昭
和
十
二
年
夏
に
至
り
、
「
朝
日
」
は
何
等
原
料
撤
輩
受
入
れ
債
格
引
き
下
げ
の
理
由
友
き
に
拘
ら
や
、
突
如
と
し
て
昭
和



十
三
年
度
よ
り
受
け
入
れ
債
格
を
相
営
低
下
す
べ
き
を
濠
告
す
る
に
至
り
、
裁
に
雨
者
聞
に
シ
l
リ
ア
ス
な
問
題
の
護
端
が
切
ら
れ

る
と
と
に
な
っ
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
鍬
輩
は
其
の
品
質
段
損
し
易
く
、
共
の
貯
磁
は
全
然
不
可
能
で
あ
り
、
陣
詰
原
料
以
外
に
本
邦
で
は
今
日
の
滋
販

賓
の
誌
が
・
な
い
と
と
は
轟
に
も
一
言
し
た
が
、
作
物
の
斯
る
性
質
そ
の
も
の
に
依
っ
て
既
に
之
れ
が
栽
培
者
は
共
の
契
約
の
相
手
方

た
る
臨
詰
資
本
に
劃
し
て
従
属
闘
係
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
加
之
、
-
共
の
耕
作
契
約
の
内
容
が
前
越
の
如
く
片
務
的
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
健
詰
資
本
は
彼
等
耕
作
者
を
完
全
に
共
D
経
隣
的
支
配
下
に
置
い
て
居
る
か
ら
、
取
引
関
係
に
於
て
時
に
不
営
な
要
求
を
敢
へ

て
す
る
に
至
る
の
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。
新
る
資
本
の
攻
勢
支
配
に
封
す
る
耕
作
農
民
の
封
抗
は
、
健
詰
資
本
に
封
す
る
従
属
関

係
か
ら
脆
脚
し
て
之
れ
が
供
給
乃
至
加
工
を
自
ら
の
協
同
組
織
に
よ
っ
て
自
主
的
に
行
ふ
よ
り
他
に
誌
が
な
い
。
伺
ち
「
朝
日
」
健

詰
資
本
の
専
惑
に
憤
激
し
た
農
家
等
は
相
-
語
ら
っ
て
、
同
年
七
月
一
二
十
一
日
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
者
大
舎
を
開
催
し
「
朝
日
」
に
劃

す
る
原
料
供
給
拒
絶
を
決
議
し
、
翌
昭
和
十
三
年
度
よ
り
は
プ
ス
バ
ラ
ガ
ス
の
金
生
産
量
を
彼
等
の
産
業
組
合
に
出
荷
す
る
と
と
を

由
申
し
合
せ
た
。
・
次
い
で
産
業
組
合
で
は
同
年
八
月
二
十
八
日
に
臨
時
綿
舎
を
開
い
て
同
組
合
の
新
規
事
業
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

艦
詰
加
工
に
向
っ
て
進
出
す
べ
く
決
議
す
る
所
が
あ
っ
た
。
一
方
「
朝
日
」
側
で
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詰
事
業
に
よ
る
所
の
従
来

の
高
利
潤
の
放
棄
を
忍
び
難
く
、
且
つ
は
喜
茂
別
村
以
外
の
「
朝
日
」
の
原
料
地
盤
は
首
時
三
ケ
村
六
十
町
歩
に
過
ぎ
歩
、
斯
る
小

面
積
の
原
料
の
み
を
以
て
し
て
は
既
存
設
備
の
少
く
と
も
一
時
的
鹿
用
ア
ボ
レ
ス
セ
ン
ス
は
菟
れ
難
い
。
さ
れ
ば
と
て
早
急
に
新
た

な
る
原
料
源
を
手
に
入
れ
る
と
と
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
技
術
上
玩
に
不
可
能
で
る
る
等
の
た
め
に
、
従
来
の
特
約
闘
係
の
維
持

K
百
方
手
を
寵
し
耕
作
者
側
の
結
束
切
崩
し
に
力
を
致
し
た
が
、
結
局
は
「
朝
日
」
へ
の
原
料
供
給
は
昭
和
十
三
年
度
に
限
り
産
業

組
合
を
通

E
て
之
れ
を
行
ふ
が
爾
後
は
「
朝
日
」
へ
の
供
給
を
一
切
打
切
り
、
共
の
間
産
業
組
合
は
加
工
場
の
設
備
其
他
諸
般
の
準

備
を
進
め
附
和
十
四
年
度
よ
り
、
従
来
白
「
朝
日
」
へ
の
供
出
原
料
な
以
て
躍
詰
加
工
に
進
出
す
る
と
と
L
な
っ
た
。

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
護
展
に
於
け
る
経
済
面
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北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
設
展
に
於
け
る
経
済
商

丹、

併
し
・
な
が
ら
「
朝
日
」
で
は
共
の
後
に
至
っ
て
も
尚
、
今
後
二
ヶ
年
ハ
此
の
間
新
た
な
原
料
地
盤
を
可
成
的
設
定
し
ゃ
う
と
の
意

闘
で
あ
っ
た
ら
う
〉
原
料
供
出
の
檎
績
を
願
ひ
、
共
の
代
償
と
し
て
相
官
金
額
を
支
錦
ふ
旨
を
・
申
し
入
れ
た
り
し
た
け
れ
ど
も
、
組

合
側
の
意
志
は
輩
固
で
之
を
能
く
拒
絶
し
た
。
斯
く
し
て
漸
く
に
し
て
「
朝
日
」
は
喜
茂
別
村
農
家
と
の
特
約
闘
係
を
断
念
し
、
共

の
原
料
不
足
を
楠
ふ
矯
め
に
新
た
に
倶
知
安
、
東
倶
知
安
、
留
書
都
村
等
の
近
隣
の
町
村
に
向
。
て
新
た
み
な
地
盤
の
設
定
計
量
を
進

め
る
に
至
っ
た
。

北
海
道
臆
に
於
て
は
此
の
間
の
事
情
を
注
硯
し
、
一
喜
茂
別
村
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
踏
詰
加
工
の
二
大
工
場
を
設
置
す
る
と
と
の
閤

民
経
済
的
不
利
を
考
慮
し
、
「
朝
日
」
に
封
し
産
業
組
合
に
共
の
工
場
を
謹
渡
せ
し
む
べ
く
勘
奨
斡
旋
す
る
所
が
る
っ
た
が
、
「
朝
日
」

は
新
ら
し
き
原
料
地
盤
の
設
定
に
よ
り
三
、
四
年
後
に
は
再
び
も
と
の
如
く
に
工
場
能
率
を
あ
げ
、
従
来
同
様
の
利
潤
を
確
保
す
ベ

く
或
は
将
来
起
る
べ
き
競
争
を
も
敢
て
解
せ
守
と
し
、
右
の
斡
旋
は
不
調
に
終
っ
た
。

四

一
方
喜
茂
別
村
産
業
組
合
は
着
々
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
加
工
事
業
計
牽
を
進
め
、
工
場
。
設
計
、
共
の
資
金
計
壷
、
製
造
販
貰

計
査
は
国
よ
り
、
共
の
経
替
技
術
上
の
諸
事
項
に
闘
し
細
目
的
計
霊
を
樹
立
し
、
加
工
技
術
者
の
人
選
ま
で
一
躍
の
成
案
を
特
、
北

海
道
臨
に
劃
し
、
右
農
産
加
工
事
業
開
始
の
た
め
の
該
組
合
の
定
款
改
正
の
認
可
を
求
め
る
所
が
あ
っ
た
。
北
海
道
臨
で
は
一
方
之

を
精
査
す
る
と
共
に
他
方
組
合
か
ら
の
申
請
に
基
い
て
之
れ
に
謝
す
る
助
成
金
を
考
慮
し
、
斯
く
て
組
合
は
一
農
村
産
業
組
合
に
し

て
共
の
資
金
約
十
高
園
を
必
要
と
す
る
所
。
農
産
加
工
事
業
が
認
可
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
工
業
奨
蹴
費
と
し
て
九
千
闘
の
楠
助
金
を

獲
得
し
た
外
、
産
業
組
合
中
央
金
庫
か
ら
七
蔦
闘
の
低
利
資
金
の
融
通
を
受
け
て
、
堂
々
加
工
場
を
新
設
し
、
昨
年
の
シ
ー
ズ
ン
に

嘗
り
共
の
初
年
度
加
工
を
成
功
裡
に
了
へ
た
。
即
ち
此
の
-
初
年
度
の
健
詰
加
工
に
よ
っ
て
組
合
は
前
越
の
如
く
一
蔦
八
千
函
、
四
十

五
高
闘
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
臨
誌
を
生
産
し
、
そ
し
て
聞
く
が
如
く
ん
ば
竣
想
以
上
の
純
釜
金
が
あ
げ
ら
れ
た
様
で
る
る
。
此
の
純
袋

金
は
賞
初
の
計
壷
に
従
っ
て
其
の
一
部
は
償
却
金
ハ
減
債
償
却
以
上
の
設
備
資
金
の
償
却
〉
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
た
の
は
闘
よ
り



で
あ
る
が
、
従
来
「
朝
日
」
に
供
出
せ
る
際
の
原
料
憤
格
よ
り
も
貰
営
り
二
十
銭
高
く
之
を
組
合
員
よ
り
受
け
入
れ
た
る
に
拘
ら
守

備
特
別
配
賞
金
と
し
て
之
を
原
料
供
出
組
合
員
に
劉
し
、
北
べ
の
供
出
口
聞
の
等
較
に
臆
じ
て
一
、
二
、
一
二
各
等
二
貫
目
営
り
三
十
鏡
、

等
外
日
間
一
貫
目
嘗
り
十
五
銭
の
割
を
以
て
梯
戻
し
を
・
な
し
た
る
外
、
更
に
其
の
徐
剰
金
は
之
を
別
迭
に
積
立
て
、
以
て
将
来
或
は
起

る
で
る
ら
う
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
臨
詰
界
の
不
況
時
に
封
す
る
原
料
受
入
れ
債
格
維
持
資
金
に
充
首
せ
ら
れ
た
。

斯
く
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
加
工
に
封
ず
る
喜
茂
別
村
産
業
組
合
の
進
出
は
、
濁
り
右
の
如
く
に
し
て
本
村
の
従
前
一
t

朝
日
」
へ
の
供
出

農
家
を
し
て
、
共
の
蒙
っ
て
ゐ
た
前
資
本
主
義
的
搾
取
か
ら
解
放
せ
し
め
た
許
り
で
は
な
く
、
此
の
産
業
組
合
の
原
料
受
入
慣
格
は
宮

然
他
の
鱒
詰
資
本
に
よ
る
原
料
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
受
入
慣
格
の
上
に
影
響
を
奥
へ
、
本
村
並
に
近
接
町
村
に
原
料
地
盤
を
有
つ
「
日
本

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
及
び
近
接
町
村
か
ら
原
料
を
需
め
る
「
朝
日
」
は
何
れ
も
共
の
受
入
慣
格
を
本
年
は
従
前
よ
り
も
精
々
二
割
方
値

上
げ
し
て
、
組
合
の
受
入
債
格
と
大
約
同
一
な
ら
し
め
、
又
同
じ
く
本
村
並
に
近
接
村
に
原
料
直
域
を
有
つ
小
樽
の
「
極
東
櫨
詰
」

は
其
の
受
入
債
格
は
一
臆
ノ
ミ
ナ
ル
に
は
従
前
と
同
様
で
あ
る
が
、
別
に
原
料
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
等
侃
艇
に
よ
っ
て
そ
れ

A
¥貫
嘗
り

四
十
銭
乃
至
二
十
銭
の
奨
働
金
を
興
へ
て
、
賞
質
上
の
受
入
債
格
を
し
て
前
記
二
世
と
精
々
同
一
な
ら
し
め
る
所
が
る
っ
た
。
畢
寛

本
組
合
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
健
詰
加
工
を
開
始
し
た
事
に
よ
っ
て
、
組
合
に
原
料
乞
供
出
す
る
に
至
っ
た
農
家
を
し
て
従
前
の
債
格
の

少
く
も
四
割
乃
至
五
割
に
相
営
す
る
金
額
の
外
部
へ
の
流
出
を
共
の
手
に
直
接
留
保
し
得
し
め
ハ
間
接
的
に
は
更
ら
に
所
謂
別
途
積

立
金
共
他
が
留
保
さ
れ
て
ゐ
る
)
、
叉
陣
詰
資
本
に
原
料
を
供
給
せ
る
農
家
に
封
し
て
は
、
該
組
合
の
加
工
進
出
の
と
と
な
く
ば
超
過

利
潤
と
し
て
健
詰
資
本
の
手
中
に
流
れ
込
ん
だ
で
あ
ら
う
所
の
、
従
前
の
原
料
債
格
の
二
割
程
度
の
金
額
を
自
ら
の
手
に
留
保
せ
し

む
る
の
結
果
を
生
ん
だ
と
と
L
な
る
。
而
し
て
此
の
産
業
組
合
の
躍
詩
加
工
進
出
は
、
も
と
「
朝
日
」
の
前
資
本
主
義
的
利
潤
追
求
策

を
契
機
と
し
て
殻
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
叉
共
の
結
果
は
「
朝
日
」
白
躍
を
し
て
本
道
内
に
更
ら
に
新
た
な
原
料
栽
培
D
念
速
な
培

養
に
向
っ
て
再
出
費
せ
し
む
る
に
至
っ
た
と
と
前
越
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
逆
説
的
に
言
へ
ば
、
「
朝
日
」
の
前
資
本
主
義

的
利
潤
追
求
策
も
亦
本
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
今
日
の
護
展
の
重
要
な
一
因
を
な
し
た
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
海
道
ア
ス
パ
ラ
が
ス
の
愛
展
に
於
け
る
緩
溌
商

l¥ 



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
グ
Z

の
畿
日
闘
に
於
け
る
経
済
面

/¥. 
四

玉

喜
茂
別
農
村
産
業
組
合
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
加
工
事
業
へ
の
進
出
過
程
並
に
其
の
業
界
に
輿
へ
た
一
臨
の
影
響
は
大
要
以
上
の
如
く

で
あ
る
が
、
敢
に
わ
れ
わ
れ
を
特
に
印
象
づ
け
る
も
の
L

一
つ
は
、
本
組
合
の
此
の
事
業
へ
の
進
出
の
各
過
程
に
於
て
見
る
所
の
、

共
の
賞
践
活
動
O
積
極
性
と
一
一
一
一
一
日
ふ
と
と
で
あ
る
。
此
の
中
に
わ
た
く
し
は
北
海
道
の
農
村
産
業
組
合
運
動
に
於
け
る
賢
践
の
護
展
と

も
言
ふ
が
如
き
意
味
の
も
の
を
受
取
り
得
ゃ
う
か
と
考
へ
る
。
即
ち
本
邦
農
村
産
業
組
合
運
動
の
躍
史
に
於
て
、
従
来
一
般
に
見
ら

れ
た
所
の
も
の
は
、
何
底
で
も
共
の
イ
一
一
シ
ア
l
テ
イ
プ
乃
至
指
導
が
多
く
官
府
の
乎
又
は
組
合
の
中
央
機
闘
に
よ
っ
て
と
ら
れ
て

ゐ
た
と
言
ふ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
に
於
て
は
、
一
農
村
協
同
組
合
た
る
喜
茂
別
村
産
業
組
合
自
憶
が
明
敏
に
し
て
進
歩

的
な
共
の
理
事
者
を
中
心
と
し
て
、
常
に
能
動
的
に
出
で
、
中
央
地
方
の
組
合
聯
合
舎
の
如
き
は
皐
に
此
の
運
動
の
進
行
に
追
随
す

る
と
一
言
ふ
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
と
と
は
注
目
に
値
す
る
。
官
府
で
は
農
林
省
の
如
き
は
此
の
運
動
に
封
し
て
消
極
的
で
あ
り
、
む
し
ろ

ブ
レ
ー
キ
た
る
の
役
割
に
立
っ
て
居
た
が
如
く
で
あ
る
。
と
れ
は
要
す
る
に
問
題
の
冨
域
が
地
方
の
一
小
地
直
に
差
営
つ
て
は
限
定

さ
れ
る
所
の
性
質
の
も
の
だ
っ
た
が
銭
め
と
思
惟
さ
れ
る
。
而
し
て
誌
に
地
方
麗
の
態
度
で

b
る
が
、
共
は
よ
く
事
態
の
虞
相
を
往

闘
理
解
し
、
一
農
村
産
業
組
合
の
仕
事
と
し
て
は
む
し
ろ
類
稀
な
る
、
新
る
大
事
を
一
事
に
解
決
せ
ん
と
す
る
営
該
組
合
の
熱
情
に

営
面
し
つ
L
、
監
督
官
'
踊
と
し
て
の
冷
静
な
る
精
寮
に
よ
っ
て
共
の
事
務
を
進
歩
的
立
場
に
於
い
て
慮
理
し
得
た
と
と
は
闘
係
営
局

者
の
良
識
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

と
も
あ
れ
喜
茂
別
農
村
産
業
組
合
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
加
工
に
於
け
る
臨
詰
資
本
排
除
の
事
跡
は
、
事
は
直
接
的
に
は
地
方
一
小
地

直
の
問
題
に
止
る
が
、
と
れ
は
や
が
て
、
本
邦
農
村
産
業
組
合
運
動
護
展
の
一
礎
石
と
な
り
、
産
業
組
合
に
於
け
る
一
般
此
の
種
事

業
部
門
の
全
閣
的
護
展
を
導
く
契
機
た
る
D
意
義
は
蓋
し
決
し
て
ゆ
く
は
・
な
い
で
あ
ら
う
。

--ハ

以
上
わ
た
く
し
は
北
海
道
ア
ス
。
ハ
ラ
ガ
ス
の
今
日
ま
で
の
護
展
の
経
緯
に
於
け
る
共
の
経
済
面
の
大
要
を
素
描
し
た
。
其
虚
で
問



題
は
北
海
道
農
業
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
将
来
、
よ
り
之
れ
を
一
般
化
し
て
北
海
道
農
業
と
食
料
加
工
農
作
物
の
将
来
と
言
ふ
と
と
に

た
る
。
日
満
支
経
済
プ
ロ
ッ
ク
の
展
開
に
依
っ
て
将
来
営
然
起
る
で
あ
ら
う
北
海
道
農
業
の
構
建
費
化
に
封
し
て
、
ア
ス
バ
ラ
ガ
ス

共
他
一
般
食
料
加
工
日
農
作
物
は
如
何
な
る
闘
聯
と
役
割
と
を
有
つ
で
あ
ら
う
か
で
る
る
。
更
ら
に
目
を
共
の
内
部
に
向
け
る
と
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
共
他
一
般
食
料
農
作
物
加
工
部
面
に
於
け
る
農
村
産
業
組
合
の
有
つ
部
署
の
将
来
並
に
其
れ
が
原
料
作
物
栽
培
、
よ
り
一

般
化
し
て
北
海
道
農
業
の
構
造
費
化
に
劃
し
て
有
つ
役
割
の
問
題
が
あ
る
が
、
此
等
諸
問
題
に
闘
し
で
は
何
れ
稿
を
改
め
て
論
究
す

る
機
舎
を
有
ち
度
い
と
思
ふ
。

只
裁
に
一
言
し
度
い
の
は
、
北
海
道
農
業
に
於
け
る
酪
農
経
替
の
先
行
的
展
開
に
釘
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
之
に
結
び
つ
く
と
と

に
よ
っ
て
共
は
更
に
一
段
の
護
建
を
粛
ら
し
得
ゃ
う
と
の
期
待
で
あ
り
、

l
l酪
農
経
替
に
於
け
る
堆
厩
肥
地
産
↓
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
靖
の
技
術
的
可
能
性
の
揖
大
l
l
l
、
叉
北
海
道
の
組
放
大
面
積
粧
皆
白
満
洲
へ
の
穆
植
政
策
に
よ
っ
て
、
之
れ
が
満
州
引
の
自
然
的

経
情
的
保
件
に
よ
く
即
臨
し
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
た
新
ら
し
き
北
海
道
的
満
洲
農
業
形
態
。
生
成
に
伴
ふ
鹿
の
北
海
道
農
業
そ
の
も

の
の
韓
換
は
、
雷
然
本
道
従
来
の
粗
放
畑
作
軽
皆
よ
り
集
約
制
作
へ
と
共
の
方
向
を
と
ら
し
む
る
に
は
非
る
か
。
探
る
際
に
が
、
け
る

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
共
他
食
料
加
工
農
作
物
は
北
海
道
農
業
の
斯
る
韓
回
に
封
し
て
重
要
友
槙
粁
と
し
て
作
用
す
る
の
見
透
は
強
ち
不
常

で
は
る
る
ま
い
。
若
し
そ
れ
目
を
轄
じ
て
農
村
産
業
組
合
白
農
産
食
料
品
加
工
事
業
に
及
ぺ
ば
、
斯
る
事
業
と
そ
、
其
れ
が
比
較
的

少
額
の
固
定
資
本
設
備
に
て
足
る
所
。
低
度
工
業
部
門
友
る
が
故
に
、
農
村
協
同
組
合
の
現
段
階
に
於
て
巣
し
得
る
鹿
の
最
も
恰
好

な
、
技
術
的
意
味
で
の
工
業
生
産
部
商
で
あ
る
乙
と
は
、
庚
く
世
界
の
協
同
組
合
運
動
の
貰
践
の
よ
く
示
唆
す
る
所
で
あ
る
。
腐
敗

性
、
狭
市
場
性
の
食
料
加
工
農
作
物
に
於
て
、
共
の
栽
培
者
と
加
工
者
が
主
瞳
を
同
時
に
す
る
時
は
、
作
物
の
性
質
そ
の
も
の
が
既
に

栽
培
者
を
し
て
加
工
者
の
経
情
的
支
配
の
下
に
服
せ
し
め
る
。
更
ら
に
叉
農
産
食
料
加
工
は
一
般
に
何
れ
も
共
の
コ
ス
ト
の
最
も
主

要
部
分
が
原
料
で
tu
る
所
の
低
度
工
業
部
門
で
る
h
y
、
而
し
て
斯
る
部
門
に
於
て
は
其
の
利
潤
の
増
進
乃
至
維
持
の
方
法
と
し
て
は

首
然
先
づ
第
一
に
受
入
れ
原
料
債
の
引
下
げ
と
言
ふ
方
向
を
と
る
は
自
然
の
成
行
き
で
る
り
、
之
れ
が
上
述
の
事
情
と
複
合
す
る
ζ

北
海
遭
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
後
援
に
於
け
る
経
済
面

八
五



北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
後
援
に
於
け
る
経
済
商

八
六

と
に
よ
っ
て
、
設
に
加
工
者
の
前
資
本
主
義
的
利
潤
遁
求
の
現
象
と
・
怒
っ
て
現
は
れ
易
い
。
従
っ
て
斯
る
前
資
本
主
義
的
利
潤
の
排

除
、
支
配
被
支
配
闘
係
の
克
服
是
正
へ
の
道
は
栽
培
者
の
自
主
的
協
同
加
工
で
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
が
、
而
か
も
農
村
協
同
組
合
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
が
恰
も
低
度
工
業
部
門
な
る
が
故
に
よ
く
之
に
進
出
し
得
、
従
っ
て
上
に
述
べ
た
生
産
の
枇
合
的
合
理
化
の
役
割
を

果
す
十
分
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
拾
に
市
場
開
係
を
一
鷹
考
慮
外
に
置
く
限
り
、
農
村
産
業
組
合
に
よ
る
所

の
北
海
道
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
乃
至
一
般
食
料
農
定
加
工
に
於
け
る
将
来
性
は
極
め
て
明
る
い
と
言
は
た
け
れ
ば
た
ら
泣
い
と
同
時
に
、

共
れ
は
然
ら
ざ
れ
ば
他
に
流
出
す
る
で
あ
ら
う
加
工
者
利
潤
を
農
家
自
贈
の
乎
に
留
保
す
る
所
以
で
あ
る
か
ら
、
や
が
て
は
本
道
農

業
白
高
度
化
、
一
宮
ひ
か
へ
れ
ば
農
業
の
讃
張
再
生
産
、
費
本
主
義
化
を
歩
く
も
或
程
度
可
能
に
し
、
農
業
生
産
力
の
費
展
を
容
易
な

ら
し
め
る
と
と
に
よ
り
、
前
連
日
浦
支
プ
ロ
ッ
ク
経
済
の
進
展
の
必
然
的
要
請
た
る
北
海
道
農
業
構
法
轄
換
の
課
題
の
解
決
を
助
け

し
む
る
篤
め
の
道
で
も
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
や
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
わ
た
く
し
の
訪
問
に
到
し
業
界
の
事
情
や
掌
い
回
顧
経
験
談
を
話
さ
れ
た
各
位
、
並
に
わ
た
く
し
の
研
究
の
た
め
に
閥
係

書
類
の
一
部
の
閲
覧
を
許
る
さ
れ
た
各
位
に
深
甚
た
る
謝
意
を
表
し
て
補
筆
す
る
。

〈
十
五
・
二
・
十
〉


